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[１] 箕輪町の位置及び特徴 

 

■ 位 置 

 箕輪町は、日本の中央にある長野県のほぼ中央部に位置し、

東西を山脈に囲まれるなど、緑豊かな自然に恵まれています。 

町の中部平坦地を北から南へ天竜川が貫流し、典型的な河岸

段丘地勢です。 

 古来、稲作・畑作・果樹などの農業中心で発展してきたこの

地域は、1955年に３町村が合併し、人口 18,000人の箕輪町と

して出発しました。その後、高速交通網の整備に伴う製造業の

進出・成長、インフラ整備、宅地整備等により、現在では人口

約 25,000人、約 9,000世帯と、県下最大規模の町にまで発展

した田園工業都市です。 

 

 

 

長野県 
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[２] 箕輪町の概要 

 

■ 人 口  ２５，０５７人（９，３６５世帯）【2016年 10月 1日現在】 

 

■ 面 積  ８５．９１ｋ㎡ 

 

■ 気 象  2014年の平均気温  １１．２℃ 

            最高気温  ３５．１℃ 

            最低気温  －９．９℃ 

 

■ 教育機関 

○保育園（町立）   ８園 

○小学校（町立）   ５校 

○中学校（町立）   １校 

○高等学校（県立）  １校 

            【2016年 10月 1日現在】 

 

■ 医療機関 

施設  １９箇所（病院１箇所、一般診療所９箇所、歯科診療所９箇所） 

                           【2016年 11月 1日現在】 

 

■ 町 章        ■ 町の花：いわやまつつじ    ■ 町の木：けやき 

 

 

■ 交流都市等                 ■マスコットキャラクター 

 

東京都豊島区 

 

静岡県浜松市西区庄内地区 

 

箕輪町マスコットキャラクター 

「もみじちゃん」 
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[１] 第５次振興計画の位置付け 

 

■ 第５次振興計画とは 

当町におけるセーフコミュニティの取組みは、まちづくりを進める上での重要な柱のひとつと

なるもので、振興計画で明確に示すことにより、将来に渡るＳＣへの取組みを担保しています。 

第５次振興計画とは、地方自治体が長期的な展望の下で、総合的かつ計画的なまちづくりを進

めるための指針となるもので、各分野における個別計画の上位に位置する「最上位計画」です。 

あらゆる分野を網羅する目標や施策に言及した「総合的な計画」であり、国・県が地域の計画

として尊重し、行政のみならず地域の住民や企業・団体などの役割にも言及しています。 

箕輪町では、2014年施行の『箕輪町協働のまちづくり基本条例』により、町民との協働の在り

方を明らかにしました。この条例の規程に従い、まちづくりの中長期的な総合計画として、第５

次振興計画（計画期間 2016～2025）を策定しました。 

 

■ 第５次振興計画における箕輪町の将来像 

箕輪町では、2010年頃から自然減を中心とした人口減少・少子高齢化が顕著となり、時代の転

換期を迎えています。 

今後は、生産年齢人口の減少による税収減や、担い手不足による地域コミュニティの弱体化等

様々な問題が懸念されます。 

箕輪町第５次振興計画では、町民が望む『箕輪町の将来像』の実現に向けて、町民の理解、協

力のもと、新しい時代に対応したまちづくりを進めていきます。 

  

 

《第５次振興計画 基本構想の内容》 

 

 

 

 

 

町民憲章 

協働のまちづくり基本条例 

     基本構想 

町民憲章 基本計画 

     区の将来像 

行政の各種計画・事業 

地域・町民の取組み 

 



- 8 - 

■ 第５次振興計画におけるセーフコミュニティの位置付け 

  第５次振興計画は、基本構想、基本計画、区（自治会組織）の将来像によって構成されていま

す。基本計画では、「安全・安心の推進」として、①災害に強いまちづくり、②消防体制の強化、

③犯罪のないまちづくり、④交通安全対策等の推進など、各施策について明記しています。 

  基本構想では、17 の重点的な取組みを定め、そのひとつを『「世界に誇るセーフコミュニティ

のまち」安全・安心チャレンジ』とし、ＳＣ国際基準による安全・安心の追及を目指しています。 

 

将 来 像 ：「みんなで創る、未来につながる、暮らしやすい箕輪町」 

チャレンジ名：『「世界に誇るセーフコミュニティのまち」安全・安心チャレンジ』 

目 標 １ ：箕輪町の暮らしが総じて安全だと思う人の割合を現状値 72％から増加させる 

目 標 ２ ：セーフコミュニティ国際認証の再認証 

計 画 期 間 ：2016 年～2025 年 

 

[２] 安全・安心に関する条例の制定等 

 

 箕輪町では、安全・安心の向上のための条例等を制定しています。条例の制定は、安全・安心な

取組みの継続性のほか、法的な根拠に基づきＳＣ活動が推進されることにより、安全・安心な地域

社会の実現に寄与しています。 

 

■ 箕輪町安全なまちづくり条例（2004年 9月 22日制定） 

箕輪町安全なまちづくり条例は、生活の安全に関し、町民の意識の高揚と自主的な安全活動の

推進を図るとともに、生活環境の整備を行うことにより、安全で住みよい地域社会の実現を図る

ために制定しました。 

 

■ 箕輪町交通安全条例（1998 年 9月 24日制定） 

箕輪町交通安全条例は、交通安全の確保に関する施策の基本を定めることにより、住民の安全

で快適な生活の実現のために制定しました。特徴は、住民の責務として、自主的に交通安全の確

保に努めることと、町及び関係機関等が実施する交通安全施策への協力を義務付けています。 

 

■ 箕輪町暴力団排除条例（2011年 9月 21日制定、2012年 9月 25日改正） 

箕輪町暴力団排除条例は、暴力団の排除について、暴力団の排除に関する施策の基本となる事

項を定めることにより、暴力団の排除を推進し、すべての町民が安全で安心して生活できる住み

よい地域社会であるセーフコミュニティの実現を目指しています。特徴としては、ＳＣの導入を

受け、既存条例を改正し、その目的として「セーフコミュニティの実現」を新たに加えています。 

 

■ 箕輪町安全安心の日宣言（2014 年 3月 17日宣言） 

  ＳＣ認証取得日の５月 12日を記念し、毎年５月 12日を「箕輪町安全安心の日」とすることを

宣言しました。全町民の皆さんがＳＣ活動の推進を期する日として、毎年、町民参加の「箕輪町

安全安心の日の集い」を開催しています。 
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[１] セーフコミュニティ推進体制 

■ 推進体制の全体像 

箕輪町のセーフコミュニティ推進体制は、次のとおりです。なお、各組織の機能、評価等はフ

ロー図に示しています。 

【図表 3-1】 

      
箕輪町第５次振興計画 

     
条 例 

         

                    

  
１ 

                                    

  箕輪町ＳＣ推進協議会    

   取組みの方針・計画策定、推進、評価等    

                                        

                 管理   報告                

              
２ 

           情報提供         

              ＳＣ対策委員会                

               ５つの特定分野の 

プログラムの実施 
       分析・検証 

結果の報告 
  

                                        

                                        

  
５ 

                   
４ 

               

  庁内組織           地区ＳＣ推進協議会       

   Ａ 検討委員会 

Ｂ 作業部会 

Ｃ ＳＣ推進室 

            地域の課題に対する 

プログラムの実施 

      

                    

                                        

     情報提供     分析結果・改善指導     情報提供         

  
３ 

                                    

  外傷調査委員会    

   各種統計データの調査・分析・検証    

                                        

                                        

               支援・評価・情報提供               

                                        

   日本セーフコミュニティ推進機構    

   セーフコミュニティ推進における技術的支援等    

町の施策 

連携・連動 

実行 

調整 

情報提供 

活動支援 

事務局 



- 11 - 

１ 箕輪町セーフコミュニティ推進協議会 

 

■ 役割 

  箕輪町のＳＣ活動の推進母体として、またＳＣ活動方針や重点施策等の意思決定機関として設

置しました。 

  委員は、安全・安心に関する活動を実施している町民団体等、関係機関等、教育関係及び行政

関係らの代表者等から選出し、ＳＣの取組みを分野横断的に推進する体制を構築しています。な

お、会議は、毎年５月と 11月の年２回、定期的に開催しています。 

  また、箕輪町のＳＣ活動における共通・共感テーマである「あいさつで広げよう地域の絆」の

推進や、５月 12日の「箕輪町安全安心の日」を記念して毎年行われる「箕輪町安全安心の日の

集い」を開催しています。 

 

■ 構成 

  ・構 成 員    68団体 72人 

  ・会   長    箕輪町長 

  ・副 会 長    箕輪町区長会長 

  ・アドバイザー   日本ＳＣ推進機構代表理事 

 

 

箕輪町セーフコミュニティ推進協議会 

町民団体 

ほか 

（36 団体） 

箕輪町区長会（沢区長、大出区長、八乙女区長、下古田区長、上古田区長、中原

区長、松島区長、木下区長、富田区長、中曽根区長、三日町区長、福与区長、長

岡区長、南小河内区長、北小河内区長）、箕輪町交通安全協会、箕輪交通安全緑

十字会、伊那少年警察ボランティア協会箕輪ブロック、箕輪町保育園保護者会、

箕輪町長寿クラブ連合会、箕輪町国際交流協会、箕輪町ボランティア連絡協議会、

箕輪町身体障がい者福祉協会、箕輪町商工会、ＪＡ上伊那箕輪町地区、箕輪町ロ

ータリークラブ、箕輪中学校安全願い隊、中部小安全みまもり隊、北小通学パト

ロールの会、西小通学パトロール隊、東小みまもり隊（長岡区、南小河内区、北

小河内区）、南小みまもり隊、箕輪町青色パトロール隊、防災士箕輪町連絡会 

関係機関 

ほか 

（12 団体） 

箕輪町消防団、安全運転管理者上伊那支部箕輪部会、箕輪町医師会、箕輪町歯科

医師会、箕輪町薬剤師会、箕輪町人権擁護委員会、箕輪町民生児童委員協議会、

箕輪町日赤奉仕団、箕輪町保育園長会、伊那青年会議所、上伊那地区保護司会北

部分区、箕輪町公民館 

教育関係 

（15 団体） 

箕輪町教育委員会、箕輪進修高等学校、箕輪中学校、箕輪中部小学校、箕輪北小

学校、箕輪西小学校、箕輪東小学校、箕輪南小学校、箕輪進修高等学校ＰＴＡ、

箕輪中学校ＰＴＡ、箕輪中部小学校ＰＴＡ、箕輪北小学校ＰＴＡ、箕輪西小学校

ＰＴＡ、箕輪東小学校ＰＴＡ、箕輪南小学校ＰＴＡ 

行政関係 

（５団体） 

箕輪町議会、伊那警察署、箕輪町社会福祉協議会、箕輪消防署、箕輪町 
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２ セーフコミュニティ対策委員会 

 

■ 役割 

  箕輪町では、統計データ等の分析や、アンケート結果等により抽出した課題に対し、特定の領

域に取組む５つの対策委員会を設置しました。対策委員会は、各分野における外傷リスクへの対

策を検討し、実施し、評価をしています。 

  なお、各対策委員会の事務局は町が担っており、町の施策と連携・連動させたプログラムによ

り、効果的な取組みに繋がっています。 

 

■ カバーする分野及び構成団体・組織 

交通安全対策委員会 ◎＝委員長 〇＝副委員長 

構成 

町民団体等 

（4人） 

◎箕輪町交通安全協会 会長 

 箕輪町交通安全協会 副会長 

 箕輪町交通安全協会 女性部長 

 箕輪交通安全緑十字会 会長 

関係機関等 

（2 人） 

〇長野県安全運転管理者上伊那支部箕輪部会 部会長 

 長野県地域交通安全活動推進委員 

行政関係 

（2 人） 

 伊那警察署交通課 係長 

 箕輪町建設課 課長 

 

高齢者の安全対策委員会 ◎＝委員長 〇＝副委員長 

構成 

町民団体等 

（4人） 

箕輪町長寿クラブ連合会 会長 

箕輪町長寿クラブ連合会 女性部長 

宅老所しばみや 

ふれあいサロンまつしま 

関係機関等 

（3 人） 

◎箕輪町民生児童委員協議会 

〇箕輪町民生児童委員協議会 

 箕輪町公民館正副分館長会 会長 

行政関係 

（4 人） 

 伊那警察署生活安全課 係長 

箕輪町社会福祉協議会 事務局長 

箕輪町福祉課 課長 

箕輪町教育委員会文化スポーツ課 課長 

  

 

 

 

 

 

  

【交通安全対策委員会】 【高齢者の安全対策委員会】 
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子どもの安全対策委員会 ◎＝委員長 〇＝副委員長 

構成 

町民団体等 

（4人） 

南小見守り隊 隊長 

伊那少年警察ボランティア協会 箕輪ブロック長 

小中学校ＰＴＡ連合会 会長 

保育園保護者会 会長 

関係機関等 

（5 人） 

◎箕輪町社会教育委員会 委員長 

〇箕輪町民生児童委員協議会 副会長 

 長野県箕輪進修高等学校 教頭 

 小中学校校長会 代表 

 保育園長会 会長 

行政関係 

（3 人） 

 伊那警察署生活安全課 係長 

箕輪町子ども未来課 課長 

箕輪町教育委員会学校教育課 課長 

 

くらしの安全対策委員会 ◎＝委員長 〇＝副委員長 

構成 

町民団体等 

（5人） 

◎箕輪町商工会 会長 

 箕輪町身体障がい者福祉協会 会長 

 箕輪町国際交流協会 会長 

 ＪＡ上伊那箕輪町地区 代表理事 

 箕輪町青色パトロール隊 代表 

関係機関等 

（2 人） 

〇箕輪町消防団 団長 

 箕輪町日赤奉仕団 

行政関係 

（4 人） 

箕輪町交番 所長 

箕輪町住民環境課 課長 

箕輪町商工観光推進室 室長 

箕輪町総務課消防防災係 係長 

 

自殺予防対策委員会 ◎＝委員長 〇＝副委員長 

構成 

町民団体等 

（2人） 

〇南信病院 院長 

 ひまわりの会 代表 

関係機関等 

（5 人） 

◎信州大学医学部 准教授 

 箕輪町人権擁護委員会 代表 

 箕輪町保健補導員会 会長 

 箕輪町男女共同参画社会推進協議会 会長 

 箕輪町民生児童委員協議会 副会長 

行政関係 

（4 人） 

伊那保健福祉事務所健康づくり支援課 課長 

伊那警察署生活安全課 課長 

箕輪町税務課 課長 

箕輪町健康推進課 係長 

 

※なお、各対策委員会は、必要に応じて随時開催としているが、基本的には年３回以上開催し

ており、毎回の会議には日本ＳＣ推進機構の白石陽子代表理事がアドバイザイザーとして出席

され、指導・助言を受けています。 
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３ 外傷調査委員会 

 

■ 役割 

  箕輪町の外傷データの分析や検証等を行う組織として、外傷調査委員会を設置しています。 

外傷データの分析結果等は箕輪町ＳＣ推進協議会に報告するとともに、ＳＣ対策委員会や地区

ＳＣ推進協議会、庁内組織等に情報提供しています。 

  外傷調査委員会は、ＳＣ対策委員会の統括的な存在として、２年に１回実施しているＳＣアン

ケートの調査項目の検討・分析も行っています。さらには、ＳＣ対策委員会が実施する各プログ

ラムの長期的指標の評価も担っています。 

 

■ 構成 

外傷調査委員会 ◎＝委員長 〇＝副委員長 

構成 

関係機関等 

（3人） 

◎信州大学医学部 准教授 

 伊那中央病院救命救急センター 医師 

 伊那中央病院診療情報管理室 診療情報管理士 

行政関係 

（4 人） 

〇伊那警察署 署長 

箕輪消防署 署長 

箕輪町総務課 課長 

箕輪町健康推進課 課長 

 

■ 活動内容並びに他との関係性  【図表 3-2】 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外傷調査委員会 

 
 
 
 
 

①各種統計データ及びアンケート結果の分析・検証 

行政統計データ 
 

救急搬送データ 

警察統計 

人口動態統計等 

アンケート結果 
 

ＳＣアンケート 

住民満足度調査 

各種アンケート 

定点観測データ 
 

災害共済給付データ 

病院データ 

②分析結果の提

供と活動支援 

③ＳＣ対策委員会の

各プログラムの長期

的指標による評価 

④分析結果と検

証結果の報告 

ＳＣ対策委員会 

新たなデータ収集の依頼 

箕輪町ＳＣ推進協議会 
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４ 地区セーフコミュニティ推進協議会 

 

■ 役割 

  箕輪町では、ＳＣの導入により、自主的に地域の安全・安心に関する課題の解決に取組む「地

区セーフコミュニティ推進協議会」が組織されています。 

箕輪町には、15の自治会（区と呼称）がありますが、そのうちの５つの区で「地区セーフコミ

ュニティ推進協議会」が立ち上げられており、全町展開に向け、その数は徐々に増えています。 

地区ＳＣ推進協議会は、「町ＳＣ推進協議会」や「ＳＣ対策委員会」等と連携しながら、自主

的・主体的に各地域の安全・安心の独自課題について検討・実施・評価を行うなど、地域レベル

でＳＣの取組みを推進しています。  

 

■ 運営 

地区ＳＣ推進協議会は、全て各地域の独自裁量による自主運営としています。したがって、組

織形態、規約、予算決算、事業計画、取組内容など、全てが各地区に委ねられています。 

 

■ 組織化までの流れ 

地区ＳＣ推進協議会は、最初に、行政のＳＣ担当者や既に立ち上がっている他地区ＳＣ推進協

議会の役員などを招いて、ＳＣについて学習会等を重ねます。ＳＣの理念や手法等を理解したう

えで、地区ＳＣ推進協議会を立ち上げるかどうかを決定します。 

立ち上げが決まると、組織形態、役員体制、規約について検討・決定しながら、安全・安心に

関する地域診断とワークショップ等による課題の抽出を行います。そして、地域の重点課題を決

定し、各部会を立ち上げ、対策プログラムについて検討し、実施します。 

各部会では、毎年各対策プログラムの結果を踏まえ、評価を行い、地区ＳＣ推進協議会に報告

し、次の取組みに反映させています。 

 

■ 特徴 

地区ＳＣ推進協議会の特徴としては、地域内における従来までの既存団体や既存活動を上手く

活用し、地域内住民への負担を減らすとともに、効率的・効果的な活動になるよう工夫がなされ

ています。さらには、地区ＳＣ活動を通じて、地域内住民の結束を高めることにより、コミュニ

ティの強化にも生かされています。 

 

■ 行政（箕輪町）との関係 

地区ＳＣ推進協議会は、行政から情報提供や講師派遣などの支援を受けています。中でも、地

区ＳＣ活動を経済的に支援するために 2015年 10月に創設された「箕輪町ＳＣ活動推進補助金」

は、１年で 20万円、累計 100万円を上限とし、広く安全・安心に関することに活用できるよう、

自由度が高く設定されており、地区ＳＣ活動の推進に寄与しています。 
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また、地区ＳＣ活動を広く町内外に発信する手段として、町ホームページに紹介ページが設け

られています。 

 

■ 箕輪町ＳＣ推進協議会及びＳＣ対策委員会との関係 

  地区ＳＣ推進協議会は、箕輪町ＳＣ推進協議会とＳＣ対策委員会に対し、相互に情報交換して

います。更には、ＳＣ対策委員会で設定した対策プログラムについて、地区ＳＣ推進協議会の部

会でも連動して、プログラムに取り入れたり（例：あいさつ運動）、逆に、地区ＳＣ推進協議会

での取組みが、ＳＣ対策委員会の取組みに繋がる（例：感震ブレーカー）こともあります。 

 

■ モデル地区 

箕輪町ＳＣ推進協議会は、2010年 8月、一番最初に地区ＳＣ推進協議会が立ち上がった北小河

内地区を、ＳＣ活動を推進するうえでの「モデル地区」として指定しました。北小河内地区は、

地域でのＳＣ活動を推進し、その動きを他地区へと広げる、見本的な活動を展開しています。 

さらに、2015年 11月には、富田地区と福与地区が新たに「モデル地区」として指定されるこ

とで、更なる全町展開に向けた動きを加速させるものとなりました。 

このモデル地区は、箕輪町ＳＣ推進協議会やＳＣイベントでの活動報告などはもちろんのこと、

日本国内における他のＳＣ推進自治体からの依頼を受け、活動発表を行うなど、町内外を問わず、

ＳＣの普及・啓発に尽力しています。 

このモデル地区の活動に対し、日本ＳＣ推進機構から、2015年には北小河内セーフコミュニテ

ィ推進協議会が「功労賞」を、2016年には富田地区安全安心推進協議会が「奨励賞」を受賞しま

した。 

 

■ 状況 

地区ＳＣ推進協議会名 北小河内セーフコミュニティ協議会 

呼称 ＫＳＣ 

設立年月 2009年 3月 

地区内人口・世帯 1,090人 368世帯（2016年 10月 1日現在） 

部会 企画班、自主防災班、交通安全班、生活環境班、家庭安全班 

モデル地区の指定日 2010年 8月 

 

地区ＳＣ推進協議会名 富田地区安全安心推進協議会 

呼称 ＴＡＡ 

設立年月 2013年 1月 

地区内人口・世帯 390人 130世帯（2016年 10月 1日現在） 

部会 広報班、交通安全部会、子供安全部会、防災救命部会、高齢者家庭部

会 
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モデル地区の指定日 2015年 11月 

地区ＳＣ推進協議会名 八乙女セーフコミュニティ推進協議会 

呼称 ＹＳＣ 

設立年月 2013年 4月 

地区内人口・世帯 494人 181世帯（2016年 10月 1日現在） 

部会 交通安全部会、子ども安全部会、高齢者の安全部会、防災生活部会 

モデル地区の指定日 ― 

 

地区ＳＣ推進協議会名 福与区セーフコミュニティ推進協議会 

呼称 ― 

設立年月 2015年 10月 

地区内人口・世帯 751人 246世帯（2016年 10月 1日現在） 

部会 交通安全対策委員会、くらしの安全対策委員会、自主防災委員会 

モデル地区の指定日 2015年 11月 

 

地区ＳＣ推進協議会名 中原区セーフコミュニティ推進協議会 

呼称 ＮＳＣ 

設立年月 2016年 6月 

地区内人口・世帯 353人 130世帯（2016年 10月 1日現在） 

部会 災害等緊急時対策委員会、交通安全対策委員会、暮らしの安全対策委

員会 

モデル地区の指定日 ― 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【ＫＳＣ 生活環境班による危険箇所調査】 【ＴＡＡ 交通安全部会の通学路危険箇所踏査】 
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５ 庁内組織 

 

 セーフコミュニティ活動を側面から支援するとともに、町の施策と連携して展開するために、町

内に分野横断的な組織を設置しています。 

 

■ Ａ 検討委員会 

  検討委員会は、庁内で安全・安心に関係する課等の長で組織され、箕輪町ＳＣ推進協議会やＳ

Ｃ対策委員会からの提案に対し、町の施策との調整や検討を行います。 

  また、検討委員会の委員は、そのほとんどが箕輪町ＳＣ推進協議会の委員又はＳＣ対策委員会

の委員として参画していることで、スムーズな連携が図られています。 

 

■ Ｂ 作業部会 

  作業部会は、庁内のＳＣに関係する係長で組織され、箕輪町ＳＣ推進協議会やＳＣ対策委員会

からの提案に対し、町の施策との具体的な連携・連動を計画し、実行するための手段を講じます。 

  また、作業部会の委員は、ＳＣ対策委員会の委員又は事務局員として参画することにより、効

率的・効果的な連携に繋がっています。 

 

■ Ｃ ＳＣ推進室 

  箕輪町役場総務課内にセーフコミュニティ推進室を、庁内におけるＳＣ担当部局として、2011

年４月から設置しています。 

  主な業務は、箕輪町ＳＣ推進協議会の事務局としての役割や、ＳＣ対策委員会及び外傷調査委

員会の事務局の役割、さらには地区ＳＣ推進協議会との調整や支援、関係機関や団体、庁内他課

との調整などの実務を行っています。 

また、ＳＣ活動に関する情報の収集及び発信を集約するなど、箕輪町のセーフコミュニティ活

動を総括しています。さらには、役場職員や一般住民を対象とした研修会などの企画・実行や、

他ＳＣ推進自治体への視察などを担当しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  【ＳＣ推進室による研修会での報告】 【ＪＩＳＣ白石陽子代表理事による研修会での講演】 
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- 20 - 

［１］ 死亡及び外傷の原因 

 

■ 年齢層別の死亡原因上位５位 

  死亡統計によると、15歳から 39歳の死亡原因の１位は「自殺」となっています。また、「自殺」

は、15 歳から 59 歳の上位５位に入っており、多くの年齢層において死亡原因の上位を占めてい

ます。「自殺」以外の外的要因による死亡原因を見ると、５歳から 74歳までのほとんどの年齢層

で「事故・災害」が上位に入っています。 

 

【図表 4-1】出典：死亡統計（2010～2015 年） 

年齢 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 

0～4 その他 

5～9 がん、事故・災害 

10～14 事故・災害 

15～19 自殺 がん 

20～24 自殺 

25～29 自殺 事故・災害 

30～34 自殺 がん、その他 

35～39 がん、脳血管疾患、自殺、消化器疾患、事故・災害 

40～44 脳血管疾患 自殺、事故・災害、その他 がん 

45～49 がん その他 心疾患、呼吸器疾患、自殺、事故・災害 

50～54 がん 心疾患 その他 
呼吸器疾患、自殺、消化器疾患 

腎臓疾患、事故・災害 

55～59 がん 自殺 その他 心疾患、脳血管疾患 

60～64 がん 心疾患 その他 脳血管疾患 消化器疾患 

65～69 がん 呼吸器疾患 心疾患 その他 
脳血管疾患 

事故・災害 

70～74 がん 呼吸器疾患 心疾患 事故・災害 その他 

75～79 がん 心疾患 呼吸器疾患 その他 脳血管疾患 

80～84 呼吸器疾患 がん 心疾患 脳血管疾患 老衰 

85～89 心疾患 呼吸器疾患 がん 老衰 脳血管疾患 

90～ 老衰 呼吸器疾患 心疾患 がん 脳血管疾患 
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■ 国・県・町別の外的要因による死亡者数の推移（人口 10万人対） 

人口 10 万人当たりの外的要因による死亡者の割合を国、長野県、箕輪町で比べると、箕輪町

は長野県や国を上回る傾向にあります。 

 

【図表 4-2】出典：人口動態統計 
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国

 

■ 国・県・町別の全死亡者数に占める外的要因による死亡の割合 

  箕輪町の死亡者全体に占める外的要因による死亡者の割合は、国、県と同等または上回る傾向

にあります。 

【図表 4-3】出典：人口動態統計 

 

  2010年 2011年 2012年 2013年 

全死亡者数 

箕輪町 261 274 250 265 

長野県 23,133 23,887 24,474 24,303 

国 1,197,021 1,253,066 1,256,359 1,268,436 

うち外的 

要因による 

死亡者数 

箕輪町 15 21 9 25 

長野県 1,455 1,475 1,387 1,377 

国 75,965 94,114 73,469 71,767 
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■ 外的要因別の死亡率の推移 

  外的要因別の死亡者数は、概ね「自殺」が多く、「不慮の溺死及び溺水」、「不慮の窒息」が増

加傾向にあります。 

 

【図表 4-4】出典：人口動態統計            

0

5
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2010 2011 2012 2013

交 通 事 故 転 倒 ・ 転 落

不 慮 の 溺 死 及 び 溺 水 不 慮 の 窒 息

煙 、火 及 び 火 災 へ の 曝 露 有 害 物 質 に よ る 不 慮 の 中 毒

そ の 他 の 不 慮 の 事 故 自 殺

他 殺 そ の 他 の 外 因

【図表 4-4】の各項目の数値 

（人/人口 10万人） 2010年 2011年 2012年 2013年 

交通事故 3.9 3.9 0 11.8 

転倒・転落 0 23.5 7.8 3.9 

不慮の溺死及び溺水 19.4 15.7 3.9 27.6 

不慮の窒息 3.9 0 7.8 23.7 

煙、火及び火災への曝露 0 0 0 3.9 

有害物質による不慮の中毒 0 0 0 0 

その他の不慮の事故 7.7 0 3.9 0 

自 殺 23.2 0 11.7 27.6 

他 殺 0 0 0 0 

その他の外因 0 3.9 0 0 

（人／人口 10万人） 

ＳＣ認証取得 

ＳＣ認証取得 
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■ 年代別の外的要因による救急搬送人数の推移 

年代別の救急搬送人数を見ると、0歳～14 歳では減少、15歳～64歳では横ばい、65歳以上では

増加傾向をたどり、2015年に減少しています。 

 

【図表 4-5】出典：救急搬送データ（2010～2015） 
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■ 年代別の外的要因による救急搬送人数の推移（人口 10万人対） 

人口 10 万人当たりの年代別の救急搬送人数を見ると、0歳～14歳、15歳～64歳は横ばい、65

歳以上は 2013年に急増したものの、それ以降は減少傾向にあります。 

  なお、65 歳以上の救急搬送人数は、他の年齢階層よりも多く、その要因は、高齢者になると外

傷による影響が大きくなるためと考えられます。 

 

【図表 4-6】出典：救急搬送データ（2010～2015） 
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■ 年齢層別の外的要因による救急搬送人数の割合 

  「交通事故」及び「一般負傷」を合わせると外的要因による救急搬送人数は、約 80％の割合を

占めています。「交通事故」は、5歳から 74歳までの各年代で 30％以上の割合を占めており、中

でも 15 歳から 24歳までは 70％を超えています。「一般負傷」も幅広い年代で高い割合を占めて

いますが、特に 0歳から 4歳までの年代で 78％を占めています。また、65歳以上の各年代では

50％を超えており、85歳以上の年代では 70％を超えています。 

 

【図表 4-7】出典：救急搬送データ（2010～2015） 
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［２］ ５つの重点課題を導き出したデータ 

 

 箕輪町では、救急搬送データ、病院データ、死亡統計、アンケート調査、警察統計などの事故や

ケガのデータの分析結果による客観的視点と、ワークショップ等による主観的観点から総合的に判

断し、「５つの重点課題」が明らかになりました。 

 

【図表 4-8】出典：総務課ＳＣ推進室 

重点課題 データから導き出した課題 図表番号 

交通安全 

交通事故件数は、ＳＣ認証前の 2011年が 93件、2016 年が 95 件と

横ばい状況にあるものの、そのうちの高齢者事故割合は、30 件

32.3％が、44件 46.3％へと増加傾向にある。 

4-10 

4-11 

4-12 

9-1 

2010年～2015年の外的要因による救急搬送 1,573件のうち、交通

事故は 546件と 34.7％を占めている。 

4-7 

4-13 

高齢者の安全 

2000 年に 18.9％だった高齢化率が、2015 年には 27.3％と年々増

加している。 

4-14 

5-1 

2010～2015 年の外的要因による高齢者の救急搬送割合は、50.9％

と最も高く、ＳＣ認証前の 2010年は 118件 45.6％であったが、2015

年には、124 件 51.2％と増加傾向にある。 

4-5 

4-15 

子どもの安全 

2010～2015 年の外的要因による子ども（0～19 歳）の救急搬送件

数の割合は 11.9％で、ＳＣ認証前の 2010年には 35件 13.5％が、

2015年には 30件 12.4％と減少傾向にあるものの、比率は高い。 

4-17 

4-18 

2010～2015 年の外的要因による子どもの救急搬送件数 187 件のう

ち、0～6歳は 40.6％を占めている。 

9-3 

4-19 

くらしの安全 

声かけ事案の発生件数は、2006 年～2010年の 5年間で 8件であっ

たが、2011～2015 年では 17 件と急増している。ただし、17 件の

うち 9件は 2015年に同一犯が複数回行ったものと判明している。 

4-20 

9-5 

独居世帯における体感治安の状況として、不安を感じる人の割合

は、2013年には 17.2％であったが、2015 年には 3.7％と減少傾向

にあるものの、不安除去の必要性はある。 

4-23 

9-6 

自殺予防 

自殺者数（人口 10 万人対）は、2010 年と 2014 年を比較すると、

23.2人が 11.9人と 51.3％減少しているが、まだ多い。 

4-24 

4-25 

9-7 

2010～2015 年の外的要因による救急搬送件数のうち、自損行為に

よるものが 50件、3.2％となっており、そのうち 20～60 歳代の男

性が 40％を占めている。 

4-7 

4-26 

4-27 
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■ 交通安全 

  交通安全のキーは『高齢者』です。高齢者への交通安全対策がポイントです。 

 

① 交通事故による死亡者数の推移（人口 10万人対） 

 箕輪町における交通事故死亡者数は、件数が少ないこともあり、年によってその増減が大きく、

傾向がつかみにくい状況にあります。 

【図表 4-9】出典：警察統計 

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12

箕 輪 町 0.00 7.75 7.79 0.00 11.83 0.00 3.98 

長 野 県 5.22 5.18 5.44 4.61 4.77 3.94 3.29 

国 3.96 3.92 3.72 3.52 3.49 3.28 3.24 

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

 

 

② 交通事故発生件数の推移（件数及び人口 10万人対） 

 交通事故発生件数は、年々減少してきていましたが、2015年は増加に転じました。 

 

【図表 4-10】出典：警察統計 
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③ 交通事故区分別発生状況（2010～2015） 

 2010 年から 2015年における交通事故のうち、高齢者が関係する事故の構成比率は 24.5％を占め

ており最も多くなっています。 

 

【図表 4-11】出典：伊那警察署（交通事故のあらまし） 

事故区分 2010 2011 2012 2013 2014 2015 合計（％） 

夜 間 の 事 故 23 24 20 18 17 17 119 (12.6%) 

女性運転手事故(1 当) 33 45 37 29 37 36 217 (22.9%) 

若年運転手事故(1 当) 9 15 18 11 15 11 79 ( 8.3%) 

高齢運転手事故(1 当) 21 13 22 33 18 34 141 (14.9%) 

二 輪 車 の 事 故 4 8 6 3 3 3 27 ( 2.8%) 

飲 酒 運 転 の 事 故 2 0 0 2 0 1   5 ( 0.5%) 

高 齢 者 の 事 故 35 30 33 59 31 44 232 (24.5%) 

歩 行 者 の 事 故 9 17 8 14 9 12 69 ( 7.3%) 

自 転 車 の 事 故 4 4 6 6 1 4  25 ( 2.6%) 

こ ど も の 事 故 6 12 7 4 2 3  34 ( 3.6%) 

合 計 146 168 157 179 133 165 948 (100%) 

 

 

 

 

④ 高齢者の交通事故状況（2011～2015） 

 高齢者における交通事故割合は、ＳＣ認証取得前の 2011年には、長野県とほぼ同じ 32.3％でし

たが、徐々に増加し、2015 年には 46.3％といった状況です。 

 

【図表 4-12】出典：長野県警察本部交通部及び伊那警察署（交通事故のあらまし） 

 区分 2011 2012 2013 2014 2015 

総交通事故 

件数 

県 10,568 10,403 9,858 9,286 8,867 

町 93 91 91 76 95 

うち高齢者 

事故件数 

県 3,379 3,397 3,289 3,318 3,273 

町 30 33 59 31 44 

高齢者 

事故割合 

県 32.0 % 32.7 % 33.4% 35.7 % 36.9 % 

町 32.3 % 36.3 % 64.8 % 40.8 % 46.3 % 

 

 

 

ＳＣ認証取得 

ＳＣ認証取得 
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⑤ 年代別の交通事故による救急搬送人数の推移 

 0歳から 14 歳は減少しているものの、15歳から 64歳及び 65歳以上では増加と減少を繰り返し

ています。全体としては１割ほど減少しています。 

 

【図表 4-13】出典：救急搬送データ 

0
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40
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120

65 歳 以 上 22 31 26 25 32 26

15～64 歳 65 49 57 56 52 57

0～14 歳 12 5 8 5 2 5

2010 2011 2012 2013 2014 2015

 

 

■ 高齢者の安全 

  高齢者の安全対策のキーは、『転倒・転落』です。転倒・転落による骨折予防がポイントです。 

① 高齢者人口と高齢化率の推移 

 箕輪町の高齢者人口は、年々増加しており、人口に占める高齢者の割合も高まってきています。 

 

【図表 4-14】出典：国勢調査 
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② 高齢者の外的要因による原因別救急搬送人数の推移（2010～2015） 

 高齢者の救急搬送の原因は、「一般負傷」が最も多く、５割以上を占めています。なお「一般負

傷」の総件数 510件うち、68％、347件が転倒・転落によるものです。 

 

【図表 4-15】出典：救急搬送データ 

58%
60%72%

65%64% 63%

0

50

100

150

200

交 通 事 故 22 31 26 25 32 26

一 般 負 傷 75 84 77 112 90 72

自 損 行 為 4 3 2 3 2 2

そ の 他 17 16 14 16 26 24

2010 2011 2012 2013 2014 2015

 

 

③ 骨折、骨粗しょう症による要介護認定者の状況 

 要介護認定割合に占める骨折、骨粗しょう症の割合は、2014年には一時増加しましたが、その後

再び減少傾向にあります。 

 

【図表 4-16】出典：地域包括支援センター 
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■ 子どもの安全 

  子どもの安全対策は、特に 0～12歳までの子どもへの安全対策がポイントです。 

① 子どもの外的要因による原因別救急搬送人数の推移（2010～2015） 

 0～19歳の救急搬送人数は、全体的には増減を繰り返していますが、件数が少ないため、明確な

傾向は見られません。 

 

【図表 4-17】出典：救急搬送データ 

0
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40
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交 通 事 故 18 10 17 12 10 12

一 般 負 傷 14 17 20 10 16 12

自 損 行 為 0 0 0 0 0 2

そ の 他 3 2 2 4 2 4

2010 2011 2012 2013 2014 2015

 

 

 

② 子どもの外的要因による原因別救急搬送人数の割合（2010～2015の合計） 

 2010 年から 2015年までの子どもの救急搬送の原因は、「一般負傷」が 47.6％を占め、次いで、「交

通事故」が 42.2％となっています。 

 

【図表 4-18】出典：救急搬送データ 
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ｎ＝187 

42.2％ 
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9.1％ 

1.1％ 

ＳＣ認証取得 

一般負傷の 89人のうち、転倒が 33人、転落が 13人でした 

79人のうち、打撲が 28人、骨折が 10人、

捻挫 7人、擦過傷 7人、挫創７人でした 
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③ 子どもの年齢層別外傷原因の推移（2010～2015） 

 件数が少ないため、一概には言えませんが、年齢が上がるにつれ、「交通事故」が占める割合が

増加し、逆に「一般負傷」は減少していく傾向が見られます。 

 

【図表 4-19】出典：救急搬送データ 
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■ くらしの安全 

  くらしの安全では、他の対策委員会ではカバーできない重要な、防犯、災害などといった項目

を担っています。 

① 時間帯別声かけ事案発生件数の推移（2006～2015） 

 2006 年から 2014年までを見ると、少ないながらも毎年発生しています。2015 年の急増は、同一

犯が複数回行ったものと判明しています。 

 

【図表 4-20】出典：伊那警察署生活安全課   (件数) 

区別 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 合計 

5～8時台 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 3 

9～14時台 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 3 

15～16 時台 1 0 0 1 1 0 0 0 0 4 7 

17～18 時台 0 1 1 1 0 0 0 0 0 3 6 

19時以降 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 2 

合計 1 2 1 2 2 1 1 1 1 9 21 

※2015 年の急増は、強制わいせつで逮捕された被疑者の余罪数件あり 

 

 

② 刑法犯認知件数の推移（2010～2015） 

 刑法犯認知件数は、年々減少しています。国、長野県も箕輪町と同様の傾向にあります。 

 

【図表 4-21】出典：警察統計 
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【図表 4-22】出典：警察統計 
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③ 独居世帯における体感治安の状況 

 「箕輪町での暮らしは、総じて安心だと感じるか」をアンケートにより調査したところ、2013

年は「どちらかと言えば感じない」「まったく感じない」と回答した方は 17.2％でしたが、2015年

は 3.7％にまで減少しています。 

 

【図表 4-23】出典：2013,2015 箕輪町セーフコミュニティアンケート 

Ｑ 箕輪町での暮らしは、安心だと感じますか？ 

区 分 2013  ｎ＝35 2015  ｎ＝54 

そう感じる 
8人 17人 

22.9％ 31.5％ 

どちらかと言えばそう感じる 
16人 20人 

45.7％ 37.0％ 

どちらとも言えない 
5人 12人 

14.3％ 22.2％ 

どちらかと言えば感じない 
1人 0人 

2.9％ 0％ 

まったく感じない 
5人 2人 

14.3％ 3.7％ 

未回答 
0人 3人 

0％ 5.6％ 

（人口/10万人対） 

ＳＣ認証取得 
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■ 自殺予防 

  自殺予防対策は、特に 20～60歳代の男性への対策がポイントになっています。 

 

① 国・県・町の自殺者数の推移（2009～2015） 

 自殺者数は、国、長野県とも年々減少傾向にあります。箕輪町は、件数が少ないため、明確な分

析は難しいですが、ＳＣ認証取得前の 2009～2011年の３か年の平均値 6.3人と、2013年からの３

か年の平均値 5.0人を比較すると、1.3人減少しています。 

 

【図表 4-24】出典：警察統計、死亡統計 

単位：人 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 

箕輪町 6 6 7 2 7 3 5 

長野県 573 562 501 479 439 480 415 

国 32,845 31,690 30,651 27,858 27,283 25,427 24,025 

 

 

 

【図表 4-25】出典：警察統計、死亡統計 
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（人口/10万人対） 
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② 自損行為による男女別世代別救急搬送の状況（2010～2015） 

  62％を男性が占めており、中でも 20～60歳代の男性が全体の 48％を占めています。 

 

【図表 4-26】出典：救急搬送データ 

 

 

 

③ 自損行為による男女別程度別救急搬送の状況（2010～2015） 

 男性は自損行為にいたった時、死亡する割合が高いことが見てとれます。 

 

【図表 4-27】出典：救急搬送データ 
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［１］ 人口の推移及び動態 

 

■ 人口３区分の推移 

  2005年の 26,276人をピークに、人口減少に転じました。特に 0～14歳の人口は減少傾向にあ

り、逆に 65 歳以上の人口は増加傾向と、少子高齢化が進んでいます。 

 

【図表 5-1】出典：国勢調査（※ただし、2016年については住民基本台帳から集計） 

3,964 4,000 3,910 3,815 3,432

14,813 15,949 16,822 16,993 16,223
14,593

3,325
4,134
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■ 人口動態 

  出生数が死亡数を下回る自然減の状況が続き、転出者が転入者上回る社会減の状況にあります。 

 

【図表 5-2】出典：住民基本台帳年報 

年 
自然増加 

（a-b） 

出生 

(a) 

死亡 

(b) 

社会増加 

(c-d) 

転入 

(c) 

転出 

(ｄ) 

2008 △1   204   205   13   1,039   1,026   

2009 10   248   238   △99   771   883   

2010 △53   227   280   112   860   748   

2011 △52   218   270   △2   827   829   

2012 △52   196   248   △91   850   941   

2013 △71   194   265   △74   753   827   

2014 △86   188   274   63   987   924   

2015 △67   198   265   △28   972   1,000   

22,651 
24,048 

25,661 26,276 26,214 
25,057 

（人） 
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［２］ 人口分布 

 

■ 人口分布 

  箕輪町の人口分布は、全国的な傾向と同様に、60歳から 74歳及び 35歳から 49歳の人口が多

くなっています。 

 

【図表 5-3】出典：住民基本台帳 （2016年 10月 1日現在） 
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［３］ 外国人住民 

 

■ 外国人住民登録者の推移 

  外国人住民登録者数は、減少傾向にありましたが、2015 年以降増加しています。 

 

【図表 5-4】出典：住民基本台帳（2011～2016年の推移） 
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■ 国籍別内訳 

  箕輪町の外国人住民登録者の国籍は、ブラジル人が最も多い 427 人（62.2％）で、次いでフィ

リピン人が 94 人（13.7％）、中国人が 83人（12.1％）となっています。 

 

【図表 5-5】出典：住民基本台帳（2016年 10月 1日現在） 

 

ベトナム
 43（5.8％）

中国
 83（11.2％）

フィリピン
 94（12.7％）

ブラジル
 427（57.8％）

その他
24(3.2％）

インドネシア/
 20（2.7％）

ペルー/
19（2.6％）

パラグアイ/
 8（1.1％）

韓国/
13（1.8％）

タイ/8（1.1％）

 

その他（内訳） 

米国 ・・・・・・・・５ 

台湾 ・・・・・・・・２ 

マレーシア ・・・・・１ 

パキスタン ・・・・・１ 

オーストラリア ・・・１ 

カナダ ・・・・・・・１ 

スリランカ ・・・・・１ 

ハンガリー ・・・・・１ 

インド ・・・・・・・１ 

イラン ・・・・・・・１ 

朝鮮 ・・・・・・・・１ 

ニュージーランド ・・１ 

英国 ・・・・・・・・１ 

 

計 ・・・・・・・・２４ 

（人） 
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［４］ 産業別状況 

 

■ 産業別就業人口の推移 

  工業などの第２次産業及び商業・サービス業などの第３次産業は、増加傾向にありますが、農

業・林業などの第１次産業は、減少し続けています。 

 

【図表 5-6】出典：国勢調査 

 

 

■ 製造品出荷額 

  長野県にある全 77 市町村における 2014 年の製造品出荷額を順位別にすると、箕輪町は 12 位

に位置し、町に限ると坂城町に次いで２番目に多くなっています。 

 

【図表 5-7】出典：工業統計 

順位 市町村名 
2014年 

製造品出荷額等 
2014年人口 一人当たり出荷額 

1 位 塩 尻 市 59,716,000 万円 66,918人 約 892万円 

2 位 松 本 市 48,387,158 万円 242,096人 約 200万円 

11位 坂 城 町 18,318,658万円 14,949人 約 1,225万円 

12位 箕 輪 町 15,606,869 万円 25,656人 約 608万円 

13位 伊 那 市 13,776,263 万円 68,932人 約 200万円 

22位 大 町 市 7,779,298 万円 28,303人 約 275万円 

23位 南箕輪村 6,897,633 万円 15,050人 約 458万円 

※人口は、2014年 1月 1日現在数 
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雑種地
 0.9%

田
9.1%

宅地
7.4%

畑
11.3%

山林・原野
33.9%その他

37.4%

［５］ 地目別面積 

 

■ 地目別面積に対する割合 

  箕輪町の面積は、約 86ｋ㎡で、約 34％が山林・原野、約 20％が田・畑、宅地は 7.4％と、緑

豊かな田園工業都市となっています。 

 

【図表 5-8】出典：土地に関する概要調査（2015 年 1月 1日現在） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【箕輪町の全景】 

種類別 面積（ｋ㎡） 

山 林 23.95 

原 野 5.18 

畑 9.63 

田 7.80 

宅 地 6.40 

雑種地 0.85 

その他 32.10 

計 85.91 
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［１］ プログラムの進行管理 

 

 箕輪町のセーフコミュニティプログラムは、以下のとおり、関係する組織が各々の役割に則り、

進行管理をしています。 

 

Ⅰ 安全診断 

    【外傷調査委員会、ＳＣ対策委員会】⇒箕輪町ＳＣ推進協議会へ報告 

     統計資料や社会調査の結果等の分析により、箕輪町の外傷リスクを把握 

Ⅱ 課題抽出 

    【外傷調査委員会、ＳＣ対策委員会】⇒箕輪町ＳＣ推進協議会へ報告 

     安全診断から得たデータを分析し、箕輪町の課題を抽出 

 Ⅲ 対策検討・企画 

    【ＳＣ対策委員会】 

     箕輪町の課題に応じた対策を検討し、企画する。 

 Ⅳ 対策実施 

    【ＳＣ対策委員会】 

     箕輪町の課題に応じた対策を実施 

 

 Ⅴ 活動評価 

    【ＳＣ対策委員会、外傷調査委員会】⇒箕輪町ＳＣ推進協議会へ報告 

     活動の実績を評価 

 Ⅵ 短期評価 

    【ＳＣ対策委員会】⇒外傷調査委員会と箕輪町ＳＣ推進協議会へ報告 

     認識や知識の変化を評価 

 Ⅶ 中期評価 

    【ＳＣ対策委員会】⇒外傷調査委員会と箕輪町ＳＣ推進協議会へ報告 

     態度や行動の変化を評価 

 Ⅷ 長期評価 

    【外傷調査委員会】⇒箕輪町ＳＣ推進協議会へ報告 

     状態や状況の変化を評価 

 Ⅸ 総合評価 

    【箕輪町ＳＣ推進協議会】 

     各評価結果に基づく総合評価を実施し、改善等を指示 

 

 Ⅹ 外部アセスメント 

    【日本セーフコミュニティ推進機構】 

    上記のⅠ～Ⅸについての報告を受け、プログラムの進行管理状況や個々のプログラムの実

施状況について評価を実施 
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［２］ 収集データ 

 

■ 収集しているデータ 

  箕輪町では、次の統計資料等を収集しています。 

【図表 6-1】出典：総務課ＳＣ推進室 

NO 統計等名称 
内 容 

収集頻度 収集先 対 象 

① 死亡統計 
町に届出された死亡届から収集した情報 

毎年 町健康推進課 全町民 

② 人口動態統計 
外因による死亡に関する情報 

毎年 厚生労働省 全町民 

③ 救急搬送データ 
事故やケガによる救急搬送の情報 

毎年 箕輪消防署 全町民 

④ 警察統計 
交通事故、犯罪、自殺に関する情報 

毎年 伊那警察署 全町民 

⑤ 自殺統計原票データ 
自殺者に関する情報 

毎年 厚生労働省 全町民 

⑥ 災害給付制度データ 

保育園、小中学校における事故やケガに関する情報 

毎年 日本スポーツ振興センター 
町内保小中学

生 

⑦ 介護保険事業年報等 

介護保険に関する情報 

毎年 町地域包括支援センター 
介護保険利用

者 

⑧ 病院データ 
伊那中央病院における外傷による入院患者の情報 

毎年 組合立 伊那中央病院 全町民 

⑨ 住民基本台帳データ 
人口、世帯数等に関する情報 

毎年 町住民環境課 全町民 

⑩ 
ＳＣアンケート 

（追加アンケート含） 

体感治安や賛否など、ＳＣに関する情報 

2年に1回 町総務課ＳＣ推進室 全町民 

⑪ 住民満足度調査 
町施策に対する満足度等についての情報 

2年に1回 町企画振興課 全町民 

⑫ 転出入者アンケート 
転出者の施策評価と転入者の施策期待についての情報 

随時 町住民環境課 転出入者 
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［３］ 収集するデータがカバーする領域 

 

 箕輪町は、様々なデータを収集していますが、１つのデータではカバーしきれない領域について

は、複数のデータを用いることによりカバーしています。カバーしている領域は、次のとおりです。 

■ データがカバーする領域 

【図表 6-2】 

                                        

                                        

                                        

0～15歳 軽微  軽症 中等症 重症 

 

 死亡 

   

   

   

16歳～ 

64歳 
軽微  軽症 中等症 重症 

 

 死亡 

   

   

   

65歳以上 軽微  軽症 中等症 重症 

 

 死亡 

   

   

   

                                        

                                        

                                        

                                        

 ①死亡統計 ②人口動態統計 ⑤自殺統計原票データ 

                                        

 ③救急搬送データ ④警察統計 

                                        

 ⑥災害給付制度データ  

                                        

 ⑦介護保険事業年報等  

                                        

 ⑧病院データ 

                                        

 ⑩ＳＣアンケート（追加アンケートや各種アンケート調査含む） 



- 46 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Supplement ７ 

(補足資料 ７) 
 Comparison with Economic 

(経済面からの比較) 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 



- 47 - 

264,828
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293,122

305,452

323,299

327,507

250,000

300,000
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箕輪町では、高齢化の進展により、高齢者の外傷に増加傾向が見られることから、医療

費や介護費用の増加を抑制することをＳＣ導入の狙いの一つとしました。合わせて、ＳＣ

導入をきっかけに、保育園や小中学校管理下におけるケガの発生にともなう災害共済給付

金や介護予防事業に係る経費に着目するようになり、経済面からの比較を行っています。 

 

［１］ １人当たり医療費の推移 

箕輪町の国民健康保険における、１年間にかかる一人当たり医療費は増加傾向にあります。 

【図表 7-1】出典：健康推進課 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［２］ １人当たり介護費用額の推移 

 箕輪町での介護保険における、１ケ月にかかる一人当たり介護費用額は減少傾向にあります。 

【図表 7-2】出典：福祉課 地域包括支援センター 

18,000

20,000

22,000

24,000

箕 輪 町 19,149 20,401 20,620 21,173 20,678 19,930

国 平 均 22,577 23,404 23,974 24,174 24,445 24,251

県 平 均 21,081 21,657 22,225 22,532 22,935 22,973

2010 2011 2012 2013 2014 2015

 

ＳＣ認証取得 

（円） 

ＳＣ認証取得 

（円） １人当たり医療費（年間） 
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［３］ 保育園、小学校、中学校における災害共済給付金の推移 

 

 箕輪町の保育園、小中学校における、管理下中の外傷発生にともなう災害給付金の推移について

は次のとおりです。 

 

【図表 7-3】出典：子ども未来課及び学校教育課 

 
児童数 件数 共済給付額(円) 1件あたり給付額(円) 

保育園 小中学校 保育園 小中学校 保育園 小中学校 保育園 小中学校 

2010 818 2,245 19 166 172,140 1,009,356 9,060 6,080  

2011 831 2,264 27 141 90,176 1,540,026 3,340 10,922  

2012 892 2,251 15 151 49,756 1,572,950 3,317 10,417  

2013 861 2,302 23 161 79,896 1,304,403 3,474 8,102  

2014 811 2,264 32 124 228,116 875,350 7,129 7,059  

2015 833 2,200 29 142 320,284 1,284,020 11,044 9,042  

 

 

［４］ みのわ健康アカデミー（健康づくり教室）における医療費の推移比較 

 

 箕輪町で実施している『みのわ健康アカデミー』は、40歳～74歳を対象に開催される、1年間を

通じての健康づくり支援教室です。週１回のマシントレーニングを行うことにより、熟年の健康増

進、介護予防や生活習慣病予防を目指しています。 

 

■ みのわ健康アカデミー ６期生に係る１人あたり医療費（年間）の推移比較 

【図表 7-4】出典：健康推進課 

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

実　施　群 176,807 195,446 209,255 224,867

非 実 施 群 177,884 235,585 320,401 378,000

実 施 前 実 施 中（2010） 1 年 後（2011） 2 年 後（2012）

 

※実施群及び非実施群とも、箕輪町国民健康保険加入者のみを対象に 2014年に調査した結果です。 

Ｓ
Ｃ
認
証
取
得 

（円） 

実施群   ｎ＝29 

非実施群 ｎ＝2,538 
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［５］ 補助金の積極的な活用 

 

 箕輪町は、ＳＣ活動の推進にあたり、国や県等の補助金制度を積極的に活用してきました。その

活用状況については以下のとおりです。 

 

■ 活用補助金一覧 

【図表 7-5】出典：総務課ＳＣ推進室 

 補助金活用内容 年 補助金額 補助制度名 

1 ＳＣフォーラム、研修会、啓発物品等 2010 1,167,853円 長野県元気づくり支援金 

2 ＳＣフォーラム、研修会、チラシ印刷等 2011 1,039,000円 長野県元気づくり支援金 

3 ＳＣフォーラム 2011 705,000円 国自殺対策緊急強化事業補助金 

4 第 6回アジア会議(3自治体共催)開催経費 2012 1,066,667円 自治体国際化協会助成金 

5 ＫＹＴ(危険予知トレーニング)教材作成費 2016 
700,000円 

（見込み額） 
長野県元気づくり支援金 

 

 

［６］ セーフコミュニティ活動推進補助金 

 

 箕輪町では、「地区ＳＣ推進協議会」が自主的・主体的に企画・実行するＳＣ活動に対し、経済

面から支援するため、2015年 10月に「セーフコミュニティ活動推進補助金」制度を創設しました。 

 これは、年間 20万円、累計 100万円を上限として、安全・安心に関する地域の課題解決に広く

活用できるよう、自由度を高くし、使い勝手の良い制度にしました。 

 この補助金の創設により、各地区のＳＣ活動の主体性、積極性が高まり、さらにはＳＣ活動をよ

り計画的、継続的に推進できるようになりました。 

 

■ ＳＣ活動推進補助金の活用状況 

【図表 7-6】出典：総務課ＳＣ推進室 

年 補助先 補助金額 活用内容 

2015 ＫＳＣ（北小河内地区） 150,970円 
救急医療情報キット「命のカプセル」購入、注意喚起看

板作成費、印刷代等 

2015 ＴＡＡ（富田地区） 141,098円 蛍光タスキ購入、防犯ブザー購入、ＬＥＤ携帯灯購入等 

2016 ＫＳＣ（北小河内地区） 200,000円 感震ブレーカー購入補助、高枝プルーナー購入 

2016 ＮＳＣ（中原地区） 
180,000円 

(見込み額) 

救急医療情報キット「命のカプセル」購入、飛出し注意

標識購入、反射タスキ購入等 

2016 ＴＡＡ（富田地区） 
200,000円 

(見込み額) 
感震ブレーカー購入補助、防災図書購入等 

2016 ＹＳＣ（八乙女地区） 
106,050円 

(見込み額) 

夜光反射タスキ購入、八乙女オリジナル「命のカプセル」

作成配布、注意喚起看板作成費等 
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［１］ 領域別・年齢別プログラム 

  

 箕輪町では、両性、全年齢層、環境、状況をカバーする様々な安全向上や外傷予防にむけた取組

みを次のとおり分類しています。（表の中の数字はプログラム数です。なお【 】内の数字は、行

政（町）以外の各団体や関係機関が主体的に実施しているものです。） 

 

■  領域別・年齢層別プログラム数 

【図表 8-1】出典：総務課調べ 

 

 

■ 領域別・年齢層別プログラムの事業名別内訳 

※従前から取り組まれている同趣旨のものについては、現在の名称としています。 

※（ ）の数字は後述するプログラムの番号です。 

※町事業は町が主体として実施している事業。上記以外は主体が町以外です。 

【図表 8-2】出典：総務課ＳＣ推進室調べ 

 領 域 
子ども   

(0～14 歳) 

青年 

(15～24歳) 

成人 

(25～64歳) 

高齢者 

(65 歳以上) 

不慮の要因 

1家庭     6【4】 4【3】 4【2】 10【6】 

2保育園・学校 9【7】 5【3】 - - 

3職場・労働 - 5【5】 6【6】 5【5】 

4交通・公共 6【6】 6【6】 6【6】 7【7】 

5余暇・スポーツ 3【3】 3【3】 3【3】 4【4】 

意図的要因 
6自殺         5【2】 7【3】 7【3】 7【3】 

7暴力・犯罪   5【3】 5【3】 4【2】 4【1】 

その他 8災害         7【5】 9【6】 7【4】 8【5】 

   
子ども 

（0～14） 

青年 

（15～24） 

成人 

（25～64） 

高齢者 

（65～） 

不
慮
の
事
故 

家庭 

町 

事業 

(1)もみじちゃん

メール配信 

(2)すこやか親子

21 

(1)もみじちゃん

メール配信 
(1)もみじちゃん

メール配信 

(3)みのわ健康ア

カデミー 

(1)もみじちゃ

んメール配信 
(3)みのわ健康

アカデミー 

(4)いきいき塾 

(5)膝と腰にや

さしい体操教室 

上記 

以外 

(6)みのわファミ

リーサポートセ

ンター事業 

(7)おはなし応援団 

(8)民生児童委員

の活動 

(7)おはなし応援

団 
(8)民生児童委員

の活動 

(9)まちを明るく

する運動 

(8)民生児童委員

の活動 
(9)まちを明るく

する運動 

(8)民生児童委

員の活動 

(9)まちを明る

くする運動 

(10)安全安心の

知恵袋 
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(9)まちを明るく

する運動 

(11)命のカプセ

ル 

(12 )スマイルサ

ポート 

(13)靴かかと反

射シール 

 

保育 

園 

・ 

学校 

町 

事業 

(14)読育 
(15)運動あそび 

 

(14)読育 
(16)情報伝達シ

ステム 
― ― 

上記 

以外 

(17)通学安全パ

トロール 

(18)子どもの安

全教室 

(19)安全マップ 

(20)不審者侵入

訓練 

(21)子どもを犯

罪から守る会 

(22)KYT：危険予

知トレーニング 

(23)通学路交通

安全プログラム 

(19)安全マップ 
(20)不審者侵入

訓練 

(21)子どもを犯

罪から守る会 

 

  

職場 

・ 

労働 

町 

事業 
― ― ― ― 

上記 

以外 

 (24)キャラバン

メイト養成研修 
(25)農作業安全

運動 

(26)エントリー

アドバイザー制

度 

(27)農薬危害防

止運動 

(28)勤労者互助

会 

 

(24)キャラバン

メイト養成研修 
(25)農作業安全

運動 

(26)エントリー

アドバイザー制

度 

(27)農薬危害防

止運動 

(28)勤労者互助

会 

(29)これからの

農業林業を考え

る Eグループ 

(24)キャラバン

メイト養成研修 
(25)農作業安全

運動 

(27)農薬危害防

止運動 

(29)これからの

農業林業を考え

る E グループ

(30)元気はつら

つ箕輪の大先輩

活動支援事業 

 

交通 

・ 

町 

事業 
― ― ― ― 
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公共 

上記 

以外 

(31)交通安全運

動 
(32)交通少年団 

(33)オール反射

ナイト作戦 

(34)ワッペン、チ

ラシ配布 

(35)交通安全教

室 

(23)通学路交通

安全プログラム 

(31)交通安全運

動 
(33)オール反射

ナイト作戦 

(35)交通安全教

室 

(36)飲酒運転撲

滅パトロール 

(37)スマートド

ライバー運動 

(38)飲酒運転撲

滅運動 

(31)交通安全運

動 

(33)オール反射

ナイト作戦 

(35)交通安全教

室 

(36)飲酒運転撲

滅パトロール 

(37)スマートド

ライバー運動 

(38)飲酒運転撲

滅運動 

(31)交通安全運

動 

(33)オール反射

ナイト作戦 

(35)交通安全教

室 

(36)飲酒運転撲

滅パトロール 

(37)スマートド

ライバー運動 

(38)飲酒運転撲

滅運動 

(39)チャレンジ

号 

余暇 

・ 

スポ

ーツ 

町 

事業 
― ― ― ― 

上記 

以外 

(40)救急講習会 
(41)すまいる（ボ

ランティアグル

ープ） 

(42)天竜健康ウ

ォーク 

(40)救急講習会 
(41)すまいる（ボ

ランティアグル

ープ） 

(42)天竜健康ウ

ォーク 

 

(40)救急講習会 
(41)すまいる（ボ

ランティアグル

ープ） 

(42)天竜健康ウ

ォーク 

(30)元気はつら

つ箕輪の大先輩

活動支援事業 
(40)救急講習会 

(41) す ま い る

(ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ) 

(42)天竜健康ウ

ォーク 
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意
図
的 

暴力 

・ 

犯罪 

町 

事業 

(51)住民無料法

律相談 

(52)暴力団排除

条例 

 

(51)住民無料法

律相談 
(52)暴力団排除

条例 

 

(51)住民無料法

律相談 
(52)暴力団排除

条例 

(51)住民無料法

律相談 
(52)暴力団排除

条例 

(53)地域包括支

援センター 

上記 

以外 

(54)子育て支援

ネットワーク 
(20)不審者侵入

訓練 

(55)あいさつ運

動 

(54)子育て支援

ネットワーク 
(20)不審者侵入

訓練 

(55)あいさつ運

動 

(54)子育て支援

ネットワーク 
 

(55)あいさつ運

動 

(55)あいさつ運

動 

そ

の

他 

災害 

町 

事業 

(56)避難訓練 
(57)避難行動要

支援者名簿 

(58)自主防災組

織育成事業 
(59)防災士養成

事業 

(57)避難行動要

支援者名簿 

(58)自主防災組

織育成事業 
(59)防災士養成

事業 

(57)避難行動要

支援者名簿 

(58)自主防災組

織育成事業 
(59)防災士養成

事業 

(57)避難行動要

支援者名簿 

上記 

以外 

(60)ガールスカ

ウトによる防災

マップ作製 
(61)消防団 

(62)しょうぼう

祭り 

(63)総合防災訓

練 

(64)地震被害軽

減対策 

 

 

(60)ガールスカ

ウトによる防災

マップ作製 
(65)火災報知器

設置促進 

(61)消防団 

(62)しょうぼう

祭り 

(63)総合防災訓

練 

(64)地震被害軽

減対策 

(65)火災報知器

設置促進 

(61)消防団 

(63)総合防災訓

練 

(64)地震被害軽

減対策 

(65)火災報知器

設置促進) 
(61)消防団 

(63)総合防災訓

練 

(66)災害時住民

支え合いマップ

(64)地震被害軽

減対策 

   
子ども 

（0～14） 

青年 

（15～24） 

成人 

（25～64） 

高齢者 

（65～） 

意
図
的 

自殺 

町 

事業 

(43)命の講演会 
(44)相談先案内

カード 

(45)みのわ健康

相談ダイヤル 

(46)心の相談 
(47)ゲートキー

パー養成講座 

(44)相談先案内

カード 

(45)みのわ健康

相談ダイヤル 

(46)心の相談 
(47)ゲートキー

パー養成講座 

(44)相談先案内

カード 

(45)みのわ健康

相談ダイヤル 

(46)心の相談 
(47)ゲートキー

パー養成講座 

(44)相談先案内

カード 

(45)みのわ健康

相談ダイヤル 

上記 

以外 

(48)人権教育 
(49)自殺予防街

頭啓発 

(48)人権教育 
(50)ひまわりの

会（精神保健福祉

ボランティア） 

(49)自殺予防街

頭啓発 

 

(48)人権教育 
(50)ひまわりの

会（精神保健福祉

ボランティア） 

(49)自殺予防街

頭啓発 

(48)人権教育 
(50)ひまわりの

会（精神保健福

祉 ボ ラン ティ

ア） 

(49)自殺予防街

頭啓発 
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［２］ 各領域の取組み 

 

 ※関係項目でプログラムが重複する場合は、先行掲出によります。 

■ 不慮の要因 

【図表 8-3】出典：総務課ＳＣ推進室 

 

①家庭関係 

プログラム 内 容 関係機関 実 績 

(1)もみじちゃんメ

ール配信 

（2009～） 

不審者情報、生活安全に関する

情報等をメールで配信 

箕輪町 

警察 

不審者や災害情報等配信 

2011年 登録者数 2,454人 

2016年 登録者数 5,071人 

(2)すこやか親子 21 

（2015～） 

乳幼児の健診時に屋内施設面

の安全チェック 

箕輪町 4か月、1歳半、3歳児の健

診時に実施 

(3)みのわ健康アカ

デミー 

（2008～） 

信州大学寺沢教授（医学博士）が

提唱する「運動とコミュニケーシ

ョン」の理論を取り入れ、トレー

ニングを行うことにより、熟年の

健康増進、介護予防や生活習慣病

予防を目指す。 

（各種検査・測定（年 3）、血液検

査、身体計測、体力測定、脳機能

測定等、トレーニング（週 1 回）、

健康学習（月 1 回）など） 

アカデミー

受講者 

箕輪町 

信州大学 

など 

アカデミー参加者 

 

2012 年 43 人 延べ 1,978 人 

 

2013 年 45 人 延べ 2,070 人 

 

2014 年 46 人 延べ 2,116 人 

 

2015 年 35 人 延べ 1,610 人 

 

 

 

 

 

 

 

［(3)みのわ健康アカデミーの様子］ 

 

プログラム 内 容 関係機関 実 績 

(4)いきいき塾 

（2001～） 

75歳以上の住民を対象に「いき

いき塾」を開催。交通安全や防

犯、防災についての講習も行う 

箕輪町 

社会福祉 

協議会 

など 

2012 年 122人延べ 1,784 人 

2013 年 110人延べ 1,740 人 

2014 年 118人延べ 1,814 人 

2015 年 118人延べ 2,093 人 

(5)膝と腰にやさし

い体操教室 

（2006～） 

膝関節痛や腰痛などで不安を

持っている方の健康増進のた

めの教室 

箕輪町 

地域包括支援

センター 

2012年 13人延べ 141人 

2013年 25人延べ 280人 

2014年 24人延べ 267人 

2015年 39人延べ 420人 

(6)みのわファミリ

ーサポートセンタ

ー事業 

子育の援助を受けたい人（おねが

い会員）と援助を行う人（まかせ

て会員）が会員となって助け合う、

親と子 

ファミリーサ

ポーター（登録

利用数 74人  
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（2010～） 住民主体の子育て支援活動。 

学校や保育園の時間外に子どもを

預かり、子どもの安全安心を守る。 

孤立しがちな母親の子育て支援を

通し児童虐待を未然に防ぐ。 

ボランティア） 

(7)おはなし応援団 

（2008～） 

ボランティアによる子ども達

への絵本やおはなし会を通じ

て家族・地域のふれあいを目指

す。読書を通じた安全教育 

おはなし応援

団（住民ボラン

ティア） 

メンバー28人 

 

(8)民生児童委員の

活動 

（1948～） 

地域住民の福祉増進のため、地

域の実情を把握し、行政と密接

に連絡をとりながら幅広く奉

仕活動を行う。高齢者、子ども

の安全を守る 

民生児童委員 

箕輪町 

委員 59人 

（毎年） 

(9)まちを明るくす

る運動 

（2011～） 

不審者出没減少と暗さへの不

安解消のため、玄関灯や外灯を

夜 9時までつける運動 

箕輪町内 

SC くらしの安

全対策委員会 

モデル区松島区実態 

2013 年 30/86戸 

2016 年 40/88戸 

ビラ配布 2012年 700枚 

2013 年 39枚 

2014 年 42枚 

(10)安全安心の知

恵袋 

（2012～） 

高齢者のヒヤリハット集とけ

が予防チェックリストを合わ

せた「安全安心の知恵袋」を作

成。出前講座等での啓発に活用 

SC 高齢者の安

全対策委員会 

2013 年  40部 

2014 年  71部 

2015 年 265 部 HP搭載 

(11)命のカプセル 

（2011～） 

救急時に必要な情報を保管す

る救急医療情報キットの普及 

2016年 10月携帯型の無料頒布 

SC 高齢者の安

全対策委員会 

2016 年までの累計 

設置 517個、活用 9件 

(12)スマイルサポ

ート事業（2012～） 

認知症高齢者の見守りと、行方

不明時の早期対応 

箕輪町、箕輪町

社会福祉協議会 
2015年 スマイルサポー

ト対象として登録 7人           

(13)靴かかと反射

シール 

（2016～） 

認知症高齢者の行方不明事案

対応として靴かかとに SC マー

ク入りの反射シールを貼り保

護する 

SC 高齢者の安

全対策委員会 

2016 年 8月までの登録 

         4人 

    

 

 

②保育園・学校関係 

プログラム 内 容 関係機関 実 績 

(14)読育 

（2008～） 

読書や読み聞かせを通じて、子

どもの豊かな心と生きる力を

育む。読書を通じた子ども達へ

の安全教育 

親と子 

箕輪町 

フェスティバル、講演会の

実施。おはなし応援団など  

（毎年） 

(15)運動あそび 

（2004～） 

「柳澤運動プログラム」に基づ

き、あそびを通じた運動活動に

より「心身ともに健康な子ど

も」を育てる 

保育園、小学校低学年で実施 

保育園 

小学校 

大学 

保育園児(3 歳以上)のケガ

発生率 

2006年 4.6% 2008年 3.6% 

2010年 3.0% 2012年 0.9% 

2013年 2.7% 2014年 3.8% 

2015 年 4.0% 
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[(15)運動あそびの様子] 

 

プログラム 内 容 関係機関 実 績 

(16)情報伝達シス

テム 

（2011～） 

災害が発生したとき、あるいは

発生するおそれがある時に、地

域に密着した情報を流す 

伊那ケーブル

テレビ 

箕輪町 

システム構築 

（2011～発信） 

(17)通学安全パト

ロール 

（2005～） 

地域住民ボランティアによる

登下校時の防犯パトロール 

登下校中の子どもたちをボラ

ンティアが見守る 

通学パトロー

ル隊 

学校 

町内全小中学校（６校）

で登校日に実施 

（毎年） 

 

 

 

［(17)通学安全パトロールの様子］ 

 

 

 

 

 

 

プログラム 内 容 関係機関 実 績 

(18)子どもの安全

教室 

（2008～） 

プールでの事故を想定したＡ

ＥＤ等による救命救急講習や

交通安全協会による自転車教

室などを実施 

学校 

消防署 

交通安全協会 

全保育園，全小学校で年

１回以上実施 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[(18)子どもの安全教室の様子] 
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プログラム 内 容 関係機関 実 績 

(19)安全マップ 

（2008～） 

学校、PTA や通学パトロール隊

が協力し、通学路等の危険個所

マップを作成 

学校 

PTA 

通学パトロー

ル隊 

町内全小学校（5校） 

危険箇所把握数  

2012 年 72箇所 

2013 年 80箇所 

2014 年 91箇所 

2015 年 97箇所 

(20)不審者侵入訓

練 

（2008～） 

学校へ侵入した不審者への対

処方法などを確認し、緊急時の

対応に備える 

学校 

警察 

年１回実施 

(21)子どもを犯罪

から守る会 

（2011～） 

あらゆる年齢の子ども達を犯

罪から守る 

子どもを犯罪

から守る会 

パトロール活動（随時） 

(22)ＫＹＴ：危険予

知トレーニング 

（2016～） 

就学前の園児に安全安心教育

（危険予知トレーニング）を実

施することで、子ども自身の安

全力の育成を図る 

SC 子どもの安

全対策委員会 

KYT 実施検討委

員会(地域子育

て協議会等) 

町内保育園で実施予定 

(23)通学路交通安

全プログラム 

（2015～） 

児童生徒が安全安心に通学で

きることを目的に、関係する地

域の行政・学校・PTA・地域な

ど多様な主体が安全な通学路

等登下校時の安全対策を講じ

る 

SC 子どもの安

全対策委員会 

学校、PTA、 

地域 

2015 年 3 月箕輪町通学

路交通安全プログラム

策定 

対策箇所の改善事業、評

価検証 

定期的に検討実施 

 

 

③職場・労働関係 

プログラム 内 容 関係機関 実 績 

(24)キャラバンメ

イト養成研修 

（2007～） 

認知症の人やその家族を

地域で見守り支援 

認知症サポーター、 

医療機関、箕輪町 

サポーター 830人 

 

(25)農作業安全運

動 

（1990 頃～） 

農繁期である春と秋に農

作業中の安全対策等を広

報 

労働基準監督署 
上伊那農業協同組合 

営農支援センター 

春と秋に実施 

（毎年） 

(26)エントリーア

ドバイザー制度 

（2005～） 

中小企業が抱える問題に、

コンサルタント等専門家

を派遣し適切な診断助言

を行う。心の悩み相談 

商工会 アドバイザー 10人 

 

(27)農薬危害防止

運動 

（1990 頃～） 

農薬の安全かつ適正な使

用及び保管管理の徹底 

広報誌等を通じた広報 

農協 広報誌「みのわの実」に

年１回掲載（毎年） 

(28)勤労者互助会 

（1987～） 

事業主と従業員の福利厚

生の増進（安全対策） 

商工会 

箕輪町 

年１回研修会の実施（毎

年） 

(29)これからの農

業林業を考える Eグ

ループ 

（2004～） 

地域の課題を話し合う中

から農業・林業に関する課

題（安全面等）に対応 

これからの農業林

業を考えるEグルー

プ 

遊休農地・荒廃農地の減

少 

講習会等  （毎年） 
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(30)元気はつらつ

箕輪の大先輩活動

支援事業 

（2010～） 

生涯現役体制を推進する

ため地域の諸活動に積極

的に参加した人に「箕」ポ

イントを付与 

公民館 

長寿クラブ 

ふれあいサロンほ

か 

元気ポイント交換者数 

2012 年 1,172人 

2013 年 1,302人 

2014 年 1,352人 

2015 年 1,329人 

2016 年 1,276人 

 

 

 

   [(30)元気はつらつ箕輪の 

         大先輩活動支援事業] 

 

 

 

④交通関係 

プログラム 内 容 関係機関 実 績 

(31)交通安全運動 

（1957～） 

沿道に立って事故防止を

呼びかける人波作戦、安全

協会役員（住民）による交

差点での広報活動など 

年 4回交通安全週間を実施 

交通安全協会 

交通安全推進協議

会 

警察署 

など 

箕輪町交通安全条例(平

成 10年)の推進 

春、夏、秋、冬の年４回

交通安全週間を実施 

（毎年） 

(32)交通少年団 

（1982～） 

子どもによる運転者への

安全運転の呼びかけ、交通

安全研修などを通じて子

どもも大人も交通安全を

意識する。(小学 5-6 年生) 

交通安全協会 

交通安全推進協議

会 

警察署、交通少年団 

小学校 

団員数 2011年 98人 

2012 年 128人 

2013 年 126人 

2014 年 129人 

2015 年 122人 

 

 

 

                [(32)交通少年団の様子] 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム 内 容 関係機関 実 績 

(33)オール反射ナ

イト作戦 

（2010～） 

夜間の歩行者や車の見え

方を学ぶことを通じて夜

間歩行時の反射材着用の

大切さを参加者に知って

もらう。夜間交通事故防止 

交通安全協会 

交通安全推進協議

会 

警察署 

区 

実施 2012年 12 回 300 人 

夜光タスキ販売 

2012 年 600 本 

2013 年 200 本 

2014 年 400 本 

2015 年 100 本 

(34)ワッペン、チラ

シ配布 

（2004～） 

交通安全教室にて蛍光ワ

ッペンやチラシ配布 

交通安全協会 

交通安全推進協議

会 

その都度 
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(35)交通安全教室 

（1990 頃～） 

学校や保育園、長寿クラブ

会合での交通安全教室 

交通安全協会 

交通安全推進協議

会 

2012 年 17回  2,548人 

2013 年 18回  2,372人 

2014 年 16回  2,323人 

2015 年 17回  2,425人 

プログラム 内 容 関係機関 実 績 

(36)飲酒運転撲滅

パトロール 

（1990 頃～） 

住民ボランティアが町内飲食

店を巡回し、店の従業員と客に

飲酒運転防止を呼びかけ 

交通安全協会 

交通安全推進協議会 

警察署 

年 2回実施 

（毎年） 

   

 

 

    [(36)飲酒運転撲滅パトロールの様子] 

 

 

 

 

 

 

プログラム 内 容 関係機関 実 績 

(37)スマートドラ

イバー運動 

（2011～） 

スマートドライバーステ

ッカーをドライバーに配

布し、車につけてもらうこ

とで運転マナーの向上を

図り、事故を減少させる 

交通安全協会 

交通安全推進協議会 

警察署 

ステッカー配布 

2013 年 4,141枚 

2014 年   529 枚 

2015 年 1,267枚 

 

 

[(37)スマート 

ドライバー運動の様子] 

 

 

 

 

 

 

プログラム 内 容 関係機関 実 績 

(38)飲酒運転撲滅

運動 

（2015～） 

高齢者の飲酒運転が散見されたことか

ら、飲酒運転撲滅店(飲食店、コンビニ

等)宣言証の取組みにより、運転者に種

類提供をしない運動推進 

SC交通安全、

高齢者の安全

対策委員会 

宣言店舗 

(2015 年 109 店/

町内 126店中) 

   

 

[(38)飲酒運転撲滅運動 

        の様子] 

 

 

 

 



- 61 - 

プログラム 内 容 関係機関 実 績 

(39)チャレンジ号 

（2010～） 

交通安全体験車「チャレンジ

号」でのゲーム感覚の運転能力

テストを通じて高齢者等が自

分の運転能力を知り、運転時の

注意点を理解する 

交通安全協会 

交通安全推進協議

会 

警察署 

2012 年 3回  64人 

2013 年 2回 100人 

2014 年 2回 65人 

2015 年 2回 119人 

   

 

 

 

 

 

 

 

[(39)チャレンジ号の様子] 

 

 

⑤余暇・スポーツ関係 

プログラム 内 容 関係機関 実 績 

(40)救急講習会 

（2004～） 

ＡＥＤの取り扱いや人工呼

吸などの方法を習得 

学校 

消防団 

日赤奉仕団 

など 

2012 年 51回 1,021人 

2013 年 44回 1,316人 

2014 年 25回  491人 

2015 年 37回  953人 

    

プログラム 内 容 関係機関 実 績 

(41)すまいる（ボラ

ンティアグループ） 

（1991～） 

障がいのある方とのふれあい

を実施 

ボランティアグル

ープすまいる 

社会福祉協議会 

年２回 

（毎年） 

(42)天竜健康ウォ

ーク 

（2007～） 

町の中心を流れる天竜川の河

畔を歩くことを通じて参加者

の健康・体力づくりを実現する 

天竜健康ウォーク

実行委員会 

毎年 1回実施 

（毎年） 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

［（42）天竜健康ウォークの様子］ 
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■ 意図的要因 

 

⑥自殺関係 

プログラム 内 容 関係機関 実 績 

(43)命の講演会 

（2008～） 

いのちの大切さを学ぶ

講演会 

箕輪町 毎年 1回実施 

(44)相談先案内カ

ード 

（2011～） 

悩んだ時の対処法を知

らせるため相談先カー

ドを作成して、公共施

設、コンビニ、医療機関

の個室トイレ等へ配置 

箕輪町 設置施設数 2011年 6箇所、 

2012 年 15 箇所、2013 年 18 箇所、

2014 年 34箇所、2015年 37箇所 

配布枚数 2015年末 男性用 5,500枚 

           一般用 5,500枚 

              

   

 

 

                          [(44)相談先案内カードの設置の様子] 

 

 

 

 

 

 

プログラム 内 容 関係機関 実 績 

(45)みのわ健康相

談ダイヤル 

（2013.5～2016.3） 

電話による 24 時間健康

等相談窓口開設 

箕輪町 2013年 224件うちメンタル関係 14件 

2014年 307件うちメンタル関係 14件 

2015年 678件うちメンタル関係 29件 

(46)心の相談 

（1990 頃～） 

心の悩み、アルコール依

存症等精神についての

専門医師等による相談 

医師 

箕輪町 

奇数月予約制  2013年 5回 224件 

2014 年 6回 307件 

2015 年 6回 582件 

(47)ゲートキーパ

ー養成講座 

（2011～） 

自殺のサインに気づき、

適切な対応ができる人

の育成を目指し、専門的

知識を持つ者が講師 

箕輪町 2011 年 72人、2012年 27人 

2013 年 72人、2014年 134 人 

2015 年 18人 

(48)人権教育 

（1990 頃～） 

「人権講座」の開催 

公民館学級における人

権学習会 

企業内人権学習会 

箕輪町 

公民館 

商工会等 

公民館講座 5回 

分館講座 15回 

で 1時間実施 

(49)自殺予防街頭

啓発 

(2014～) 

自殺に対する関心度を

高めるための街頭活動 

SC自殺予

防対策委

員会、自

殺予防対

策連絡会 

2014 年 成人式 

2015 年 成人式 

コンビニ、スーパ― 

2016 年パチンコ店、書店     

(50)ひまわりの会

（精神保健福祉ボ

ランティア） 

（2005～） 

精神に障がいを持つ当

事者に憩いの場を提供 

ひまわり

の会 

勉強会 

食事会などの実施 
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⑦暴力・犯罪関係 

プログラム 内 容 関係機関 実 績 

(51)住民無料法律

相談 

（2010～） 

住民の不安を少しでも解決し、

明るく健やかな生活が送れる

よう、町顧問弁護士による「住

民.無料法律相談所」を開設 

箕輪町 毎年実施 

年６回 

 

(52)暴力団排除条

例 

（2011～） 

暴力団の排除を推進し、全町民

が安全で安心して生活できる

住みよい地域社会を実現する 

箕輪町 

警察 

2011 年 9月制定 

(53)地域包括支援

センター 

（2006～） 

地域住民の保健・福祉・医療の

向上、虐待防止、介護予防マネ

ジメントなどを総合的に行う 

地域包括支援

センター 

実施にあわせて相談対

応 

(54)子育て支援ネ

ットワーク 

（2006～） 

要保護児童等に関する関係機

関の情報交換及び連携・協力 

医師会、歯科医

師会、保健福祉

事務所 ほか 

子育て支援ネットワー

ク協議会の設置 

会議の開催 

(55)あいさつ運動 

（2014～） 

地域のコミュニケーションの活性

化を図り、住みよい環境づくり、

犯罪抑止等のため、県の「信州あ

いさつ運動」に呼応して実施 

SC 子どもの安

全・くらしの安

全対策委員会 

町教育委員会 

信州あいさつ運動の日

である毎月 11 日を中心

に実施 

 

 

■ その他 

⑧災害 

プログラム 内 容 関係機関 実 績 

(56)避難訓練 

（2008～） 

保育園、学校での災害時の

避難訓練 

保育園 

学校 

年４回実施 （毎年） 

(57)避難行動要支

援者名簿 

（2015～） 

2013 年改正災害対策基本法

で自治体に作成義務付けた

名簿により要配慮者を把握

し、災害時の保護活動実施 

箕輪町 2015 年 8月策定 

名簿登載者 1,824 人 

地区の支え合いマップ登載

者 591 人 

(58)自主防災組織

育成事業 

(2009～) 

上限 10万円の補助金により

自主防災組織の活動を支援 

箕輪町 2014年までに町内 15地区す

べてに自主防災組織が発足

し、補助金を効果的に活用 

(59 )防災士養成事

業 

(2013～) 

防災士資格取得の補助制度

により、継続的な地域防災

力向上 

箕輪町 2012 年 防災士 7人 

防災士箕輪町連絡会発足 

2016 年 防災士 34人 

(60)ガールスカウ

トによる防災マッ

プ作成 

（1984～） 

小学生の団員を中心に住民

へのヒアリング等を行い防

災マップを作成 

小・中学校 

ガールスカウ

ト日本連盟 

社会教育団体 

ぼうさいマップ作成 

（2007～） 

「小学生のぼうさい探検隊

マップコンクール」で入賞 

(61)消防団 

（1935～） 

住民ボランティアによる消

防組織。日頃から消火訓練、

救護訓練、消防設備の点検

等を実施。 

箕輪町消防団 

箕輪消防署 

6分団、約 450人 

ポンプ操法大会、規律訓練、

救護大会、消防設備点検(月

2回以上) 
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[(61)消防団の活動風景] 

 

 

プログラム 内 容 関係機関 実 績 

(62)しょうぼう祭

り 

（2010～） 

消防署を一般公開。煙体験、消防車、救急

車見学、消火器の使い方の講習などを通じ

て子ども、大人が火災予防の大切さを学ぶ 

箕輪消防署 年 1回実施 

(63)総合防災訓練 

（毎年１回実施） 

巨大地震に備え、行政と住民が協働し、避

難訓練や情報伝達訓練、消火、救護訓練な

どを実施 

箕輪町 

消防署 

消防団 

自主防災会 

年 1回 

町本部と 

15区で実施 

(64)地震被害軽減

対策 

（2016～） 

国内外における地震被害の頻発及び箕輪

町の被害予測から、減災意識向上と家具転

倒防止対策、感震ブレーカー普及促進 

SCくらしの安

全対策委員会 

北小河内地区

などモデル地

区からの推進 

  

 

 

 

 

 

 

 ［（64）家具転倒防止対策のつっぱり棒］      ［（64）地震後の電力復旧による 

通電火災を防ぐ感震ブレーカー］ 

 

 

プログラム 内 容 関係機関 実 績 

(65)火災報知器設

置促進 

(2008～） 

住宅用火災報知器を各部屋に設置するよ

う呼びかけ 

箕輪消防署 

箕輪町消防団 

消防団が家庭

にチラシ配布 

2011 年 設置

率 57.8% 

(66)災害時住民支

え合いマップ 

（2007～） 

災害発生に備え、対応や災害時に必要な情

報をマップ化。地域住民が作成 

社会福祉協議

会 

区 

すべての区で

実施 

2015年 8月登

載者 591人 
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［１］ ハイリスクグループ 

 

 箕輪町が設定したハイリスクグループは、次のとおりです。 

 

■ ハイリスクグループ及びそれに対する主な実施プログラム 

ハイリスクグループ プログラム名 
前述のプログ

ラム NO 

各対策委員会

の関与の別 

交通事故の発生割合が

高い高齢者 

高齢者交通安全教室 （35） 間接 

反射材等普及啓発・着用指導 （33） 直接 

人波作戦 （31） 直接 

交通事故防止等街頭啓発活動 - 直接 

チャレンジ号 （39） 間接 

転倒によるケガの割合

が高い高齢者 

安全・安心の知恵袋 （10） 直接 

いきいき塾 （4） 間接 

膝と腰にやさしい体操教室 （5） 間接 

みのわ健康アカデミー （3） 間接 

保育園・学校内でのケ

ガが多い保育園児・小

学生 

ケガ多発箇所マップ （19） 間接 

安全教室 （18） 間接 

運動あそび （15） 間接 

危険予知トレーニング （22） 直接 

不審者に狙われやすい

小中学生 

通学パトロール隊 （17） 間接 

通学路危険箇所マップ （19） 間接 

防犯パトロール - 直接 

町を明るくする運動 （9） 間接 

あいさつ運動 （55） 直接 

日々の暮らしに不安が

ある独居高齢者 

独居高齢者訪問 （8） 間接 

命のカプセル （11） 直接 

明日葉の会  - 間接 

自殺による死亡者数の

割合が高い 20～60歳代

の男性 

こころの相談窓口 （46） 間接 

ゲートキーパー養成講座 （47） 間接 

自殺予防対策連絡会 - 間接 

自殺予防街頭啓発活動 （49） 直接 

相談先案内カード （44） 間接 
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［２］ ハイリスクグループを設定した背景 

 

■ 交通事故の発生割合が高い高齢者 

（１）ハイリスクグループに位置づけた背景 

   交通事故における高齢者の割合は、３割以上と高い状況が見られました。特に長野県と比較

しても箕輪町は高い傾向にあります。 

 

【図表 9-1】出典：伊那警察署「交通事故のあらまし」 

高齢者の交通事故状況（2011～2015） 

 区分 2011 2012 2013 2014 2015 

総交通事故 

件数 

長野県 10,568 10,403 9,858 9,286 8,867 

箕輪町 93 91 91 76 95 

うち高齢者

事故件数 

長野県 3,379 3,397 3,289 3,318 3,273 

箕輪町 30 33 59 31 44 

高齢者事故

割合 

長野県 32.0 % 32.7 % 33.4 % 35.7 % 36.9 % 

箕輪町 32.3 % 36.3 % 64.8 % 40.8 % 46.3 % 

 

 

 

（２）実施しているプログラム 

『高齢者交通安全教室』 

    65歳以上の高齢者が集う「長寿クラブ」の活動時に、交通事故の予防のための安全講和な

どを、町交通安全協会を中心に行っています。 

  【実施関係者】長寿クラブ、町交通安全協会、ＳＣ交通安全対策委員会など 

 

 『反射材等普及啓発・着用指導』 

    65歳以上の高齢者が集う「長寿クラブ」や「ふれあいサロン」、広報等を通じて、夜間歩

行中の交通事故防止のため、夜光反射材の普及啓発や着用指導を行っています。2016 年に

は、70 歳以上高齢者及び障がい者の方を対象に夜光反射リストバンドの配布を行いました。 

  【実施関係者】長寿クラブ、町交通安全協会、ＳＣ交通安全対策委員会など 

 

 『人波作戦』 

    高齢者を含む自動車運転者を対象に、交通事故防止を呼び掛けながら、啓発チラシ等を手

渡す活動を行っています。 

 【実施関係者】町交通安全推進協議会、町交通安全協会、ＳＣ交通安全対策委員会、町緑十字

会、町議会、警察、町、一般企業など 

 

ＳＣ認証取得 
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 『交通事故防止等街頭啓発活動』 

    高齢者を含む大型店舗への来店者を対象に、交通事故防止や飲酒運転防止を呼び掛ける街

頭啓発活動を行っています。 

  【実施関係者】ＳＣ交通安全対策委員会、ＳＣ高齢者の安全対策委員会 

 

 『チャレンジ号』 

    高齢者を対象に、シュミレーターなどを用いて運動能力などを測定し、反射神経や運転能

力がどのくらいのレベルかを知っていただくことで、より安全な運転を促しています。 

  【実施関係者】長寿クラブ、警察、町交通安全協会、ＳＣ交通安全対策委員会など 

 

 

 

 

■ 転倒によるケガの割合が高い高齢者 

（１）ハイリスクグループに位置づけた背景 

   2010年から 2015年の救急搬送データのうち、外的要因によるものは、1,573件でしたが、

そのうちの 740件、47％が一般負傷によるものでした。一般負傷のうち、68.9％、510 件が高

齢者によるもので、そのうちの 68％、347件は転倒が原因によるものとの結果から、高齢者の

転倒によるケガをハイリスクとしました。 

 

【図表 9-2】出典：救急搬送データ 

外的要因による救急搬送の内訳（2010～2015） 

外的要因による 

救急搬送件数 
うち一般負傷 うち高齢者 うち転倒・転落 

1,573件 

 

 

  高齢者の転倒・転

落による救急搬送数

は外的要因全体の約

22％ 

100 ％  

740 件 

47 % 

 

510 件 

69 % 347 件 

68 % 

 

 

（２）実施しているプログラム 

 『安全・安心の知恵袋』 

    自宅内で転倒しやすい箇所や状態について注意や環境改善を促す冊子を作成し、高齢者を

対象に説明・配布することで、転倒防止を図っています。 

  【実施関係者】ＳＣ高齢者の安全対策委員会、長寿クラブ、町社会福祉協議会、町健康推進課、

町福祉課など 
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 『いきいき塾』 

    虚弱高齢者を対象に、月３回、転倒予防につながる軽運動を１年を通じて行っています。 

  【実施関係者】町福祉課、町社会福祉協議会、ＳＣ高齢者の安全対策委員会など 

 

 『膝と腰にやさしい体操教室』 

    65歳～79歳の方を対象に、週 1回、３ヶ月間２クール、楽しみながら体を動かす体操を

実施しています。この活動にはＯＢ会も存在し、自主活動も行っています。 

  【実施関係者】町福祉課、膝と腰にやさしい体操教室ＯＢ会、ＳＣ高齢者の安全対策委員会 

 

 『みのわ健康アカデミー』 

    40歳～74歳の比較的元気な方を対象に行っている、総合的な健康づくり支援教室で、週

１回、１年を通じて実施しています。ＯＢ会が存在し、自主活動としてマシンを使ったトレ

ーニングを行っています。 

  【実施関係者】町健康推進課、信州大学、みのわ健康アカデミーＯＢ会、ＳＣ高齢者の安全対

策委員会など 

 

 

 

 

■ 保育園・学校内でのケガが多い保育園児・小学生 

（１）ハイリスクグループに位置づけた背景 

   2008年から 2011年の一般負傷による救急搬送件数は、0～6歳と 7～12歳で８割以上を占め

ています。また、【図表 9-4】のとおり、ＳＣ認証取得前の 2010年における、保育園・小学校

管理下におけるケガの発生率が全国平均を上回ったことから、ハイリスクとしました。 

 

【図表 9-3】出典：救急搬送データ 

年齢区分別 一般負傷による救急搬送件数の割合 
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【図表 9-4】出典：災害給付制度データ（日本スポーツ振興センター） 

保育園・小学校管理下におけるケガの発生率の推移（2010～2014） 
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（２）実施しているプログラム 

 『ケガ多発箇所マップ』 

    小学校内におけるケガ多発箇所をマップ化し、危険箇所には注意を促すシールを貼ってい

ます。 

  【実施関係者】小学校、児童、ＳＣ子どもの安全対策委員会、学校教育課など 

 

 『安全教室』 

    保育園や小学校において、安全教室を実施し、ケガ予防などの啓発を行っています。 

  【実施関係者】保育園、小学校、保護者、児童、町交通安全協会、ＳＣ子どもの安全対策委員

会など 

 

 『運動あそび』 

    保育園や小学校低学年において、遊びながら運動するプログラム、「運動あそび」の導入

により、大ケガをしにくい体づくりを行っています。 

  【実施関係者】保育園、小学校、町子ども未来課、町学校教育課など 

 

 『危険予知トレーニング』 

    保育園において、イラスト教材を使って、園児に危険を予知するトレーニングを実施する

ことにより、危険予知力や危機回避力を養うことでケガの抑制を目指しています。 

  【実施関係者】保育園、保護者、町子ども未来課、ＳＣ子どもの安全対策委員会など 

ＳＣ認証取得 

（％） 
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■ 不審者に狙われやすい小中学生 

（１）ハイリスクグループに位置づけた背景 

   ＳＣ認証取得前の 2009年における、伊那警察署管内市町村別声かけ事案発生件数（10万人

対）では、伊那市に比べ、２倍も高い状況が見られました。 

 

【図表 9-5】出典：伊那警察署生活安全課 

伊那警察署管内市町村別声かけ事案発生件数の推移（10 万人対） 

0

20

40

60

80

2009 8 4 記 録 な し 14

2010 8 15 記 録 な し 20

2011 4 15 19 68

2012 4 4 5 13

箕  輪  町 伊  那  市 辰  野  町 南  箕  輪  村

 

 

 

（２）実施しているプログラム 

 『通学パトロール隊』 

    登下校時の通学路で、小中学生の保護者や地域のボランティアを中心に見守りを行ってい

ます。 

  【実施関係者】保護者、小学校、中学校、地域住民、町学校教育課、ＳＣ子どもの安全対策委

員会など 

 

 『通学路危険箇所マップ』 

    小学校の通学路において、ソフト・ハード両面から判断した危険箇所をマップ化し、注意

喚起に活用しています。 

  【実施関係者】小学校、保護者、町学校教育課、ＳＣ子どもの安全対策委員会など 

 

 『防犯パトロール』 

    年数回、地元自治会等による夜間防犯パトロールを行い、地域の安全向上に努めています。 

  【実施関係者】自治会、警察、消防団、地区ＳＣ推進協議会、町総務課など 

  

(件) 
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『町を明るくする運動』 

    通学・通勤者が多い町の中心市街地にある住宅の玄関灯などを、夜９時まで点灯すること

により、地域を明るくすることで、安全・安心につなげる運動。 

  【実施関係者】地域住民、自治会、ＳＣくらしの安全対策委員会 

 

 『あいさつ運動』 

    地域であいさつを交わすことにより、コミュニケーションの活性化を図り、住みよい環境

を築くことで犯罪を抑止する効果を狙った活動を行っています。 

  【実施関係者】地域住民、地区ＳＣ推進協議会、ＳＣ子どもの安全対策委員会、ＳＣくらしの

安全対策委員会、箕輪町ＳＣ推進協議会、保育園、小・中・高校など 

 

 

 

 

■ 日々の暮らしに不安がある独居高齢者 

（１）ハイリスクグループに位置づけた背景 

   ＳＣ認証前の 2010年に、高齢者独居世帯を対象に「ひとり暮らしの感じ方」を調査したと

ころ、不安を感じる方が最も多く、全体でも４割を超える結果になりました。 

 

【図表 9-6】出典：箕輪町社会福祉協議会（ひとり暮らし世帯生活実態調査 2010） 

高齢者のひとり暮らしにおける感じ方 
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気 が 楽 で よ い

気 持 ち に 張 り が で て
よ い

 

 

 

（２）実施しているプログラム 

 『独居高齢者訪問』 

    年数回、独居高齢者のお宅を訪問し、状況を確認しながら、生活相談を受けています。 

  【実施関係者】民生児童委員協議会、町福祉課など 

(ｎ=97) 

(ｎ=285) 

(ｎ=382) 
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 『命のカプセル』 

    氏名や生年月日等の個人情報や医療情報、緊急連絡先などを記入したカードを筒の中に入

れ、冷蔵庫に保管します。冷蔵庫の扉や玄関扉には、命のカプセルの存在を知らせるシール

を貼り、その情報を救急隊に知らせることで、一朝有事の際、迅速な救助に役立てています。 

    2016年には、70歳以上の高齢者及び障がい者の方を対象に、携帯型命のカプセルを無償

配布しました。 

  【実施関係者】民生児童委員協議会、ＳＣくらしの安全対策委員会、地区ＳＣ推進協議会、消

防署、町福祉課など 

 

 『明日葉の会』 

    一人暮らし高齢者を対象に、近況を報告したり、お食事会をしたり、軽体操やお楽しみ会

などを実施しています。 

  【実施関係者】町社会福祉協議会、民生児童委員協議会、生活介護支援サポーター、町福祉課 

 

 

 

■ 自殺による死亡者数の割合が高い 20～60歳代の男性 

（１）ハイリスクグループに位置づけた背景 

   2009年～2012年における男女別世代別自殺者数を見ると、男性、特に 20歳代～60歳代の占

める割合は、６割を超える結果でした。 

 

【図表 9-7】出典：自殺統計原票データ 

男女別世代別自殺者数（2009～2012） 

 0～19歳 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70 以上 合計 

男性(人) 0 1 3 3 5 2 2 16 

女性(人) 0 0 2 0 2 1 2 7 

合計(人) 0 0 5 3 7 3 4 22 

 

（２）実施しているプログラム 

 『こころの相談窓口』 

    年６回、精神科医や臨床心理士などの専門家による相談窓口を設けています。 

  【実施関係者】町健康推進課、医師、臨床心理士などの専門家 

 

 『ゲートキーパー養成講座』 

    出前講座等により、自殺について正しい知識を学び、自殺の兆候に気付ける人材を育成す

る講座を実施しています。 

  【実施関係者】町健康推進課、伊那保健福祉事務所、長野県精神保健福祉センター、ＳＣ自殺

予防対策委員会、自殺予防対策連絡会など 
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 『自殺予防対策連絡会』 

    2013年に自殺予防に関係する団体等 20団体で設立したネットワーク組織で、情報共有・

活用により、自殺予防活動に役立てています。 

  【実施関係者】一般町民、ボランティア、医師会、保護者会、警察、消防団、民生児童委員協

議会、日赤奉仕団、町社会福祉協議会、町健康推進課など 

 

 『自殺予防街頭啓発活動』 

    大規模店舗、コンビニ、パチンコ店などの出入口にて、自殺予防を呼びかけるチラシ等を

手渡しながら、啓発活動を行っています。 

  【実施関係者】ＳＣ自殺予防対策委員会、自殺予防対策連絡会、協力企業、町健康推進課など 

 

 『相談先案内カード』 

    各種の相談先案内カードを作成し、公官庁や医療機関、コンビニの個室トイレに設置し、

人目を気にすることなくカードを持っていっていただくことで相談に繋げていきます。 

  【実施関係者】ＳＣ自殺予防対策委員会、町健康推進課、医療機関、協力企業など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【こころの健康づくり講演会】      【自殺予防街頭啓発活動の様子】 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

【トイレの個室に設置された相談先案内カード】   
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［２］ ハイリスク環境の事例 

 

■ 人身交通事故の急増 

（１）ハイリスク環境の設定 

  2015年、箕輪町における人身交通事故が

急増したことを受け、ＳＣ交通安全対策委

員会では、事故発生場所のデータを警察か

ら情報提供していただき、最多発箇所であ

る国道バイパス（田中城地籍）をハイリス

ク環境として設定しました。 

  優先的集団としての対象は、車両運転者

や歩行者、周辺住民及び企業であり、環境

としては、片側２車線の国道バイパスで隣

立する大型店舗の車両出入口付近や町道

512 号線との信号機付交差点です。 

 

（２）コミュニティでの特定プログラム 

  「人波作戦」（交通事故防止を呼びかけ、

注意喚起チラシ配布や啓発ティッシュを手渡す街頭活

動）を実施しています。 

  実施関係者としては、町交通安全推進協議会、町交通

安全協会、ＳＣ交通安全対策委員会、町緑十字会、町議

会、警察、町などが参加しています。 

  なお、交通事故の発生割合が高いのは高齢者ですが、

「人波作戦」には町緑十字会といった高齢者による交通

事故防止を目的としたボランティア団体も参加していま

す。 

  「注意喚起看板」を衝突事故が多い大型店舗の出入口に

設置し、注意喚起に活用しています。 

  実施関係者としては、大型店舗、町交通安全推進協議会、

町交通安全協会、ＳＣ交通安全対策委員会の協力により設

置しました。 

 

（３）取組みのタイムテーブル 

  取組みにあたっては、①当年人身事故発生箇所データを入手⇒②ＳＣ交通安全対策委員会によ

る現場踏査、原因分析、対策検討⇒③対策案実施⇒④翌年人身事故発生箇所データを入手⇒⑤デ

ータ比較、効果検証 といったサイクルで診断、取組み、振返りを１年スパンで実施し、結果に

ついて箕輪町ＳＣ推進協議会や外傷調査委員会に報告しています。 

ハイリスク環境 

【事故発生箇所】 

【人波作戦】 

【注意喚起看板】 
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■ 災害 

 

（１）ハイリスク環境の設定 

  大雨などによる水害に対し、2014年９

月、土砂災害防止法に定める土砂災害警戒

区域等を長野県知事指定で全町内指定を

完了しました。これにより特別警戒区域と

して 169箇所、警戒区域として 196箇所が

指定されましたので、これらの地域をハイ

リスク環境として設定しました。 

 

  2015年に、地震による災害に対し、箕輪町における被害想定が長野県から発表されました。 

『糸魚川-静岡構造線断層帯南側地震』の被害想定では、マグニチュード 7.6、30 年以内発生

確率 13～30％、震度７、全半壊 4,390棟、死者 100 人、停電 11,510軒となっており、地震によ

る災害の面からも特別警戒区域及び警戒区域はハイリスク環境にあると言えます。 

 

（２）町のプログラム 

  2015年には、防災ハザードマップを全戸配布しましたが、マップには、避難地や避難所を掲載

するとともに、「土砂災害の種類」「非常時持出品のチェックリスト」「応急手当」などの情報に

ついても記載しています。 

  また、震災総合訓練として年１回、全町をあげて避難訓練等を実施しており、毎年 3,000人以

上の住民が参加しています。 

 

（３）対策委員会としての取組み 

  ＳＣくらしの安全対策委員会では、2015年に発表された地震被害想定を受け、委員会の課題と

して取組むかどうか検討した結果、新たな課題として取組むことに決めました。 

  その背景には、毎年実施している震災総合訓練への参加者が、2014年の 3,932人に対し、2015

年は 3,329人と、約 15％も減少したことから、新課題として取組むことを決めました。 

  課題を「地震被害の軽減対策が不十分」とし、地震からの減災意識と減災対策の向上を目標と

しました。内容的には、①減災・防災意識を高め、訓練参加者や防災士を増やす。②家具転倒防

止対策や感震ブレーカーの普及を促進する、としました。具体的な活動については今後、対策委

員会で検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

←地震発生後の 

通電火災を防ぐ 

「感震ブレーカー」 

【箕輪町ハザードマップ】 
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［１］ 対策委員会が実施するプログラム 

 

■ 交通安全対策委員会 

１ 反射材等の利用推進プログラム 

課 題 夜間の重傷・死亡事故割合が多い 

目 標 夜間の交通事故の割合を減らす 

内 容 交通事故の注意喚起や反射材等の普及啓発・着用指導 

対 象 運転者、歩行者、町民 

実施関係者 長寿クラブ、町交通安全協会、ＳＣ交通安全対策委員会、警察など 

上記プログラムの評価指標及びプログラムの効果 

指 標 指標内容【測定方法】 年 2012 2013 2014 2015 

活動指標 
反射タスキ配布数 本 600 200 400 100 

人波作戦・街頭啓発活動回数 回 4 4 4 6 

認識・知識 反射タスキの所持率 ｎ=547 - - - 46.6％ 

態度・行動 
反射タスキ所持者の活用

率【2015アンケート開始】 
ｎ=255 - - - 

よく活用 

15.7％ 

状態・状況 

夜間の重傷・死亡交通事

故人数と割合【警察統計】 

年 2011 2012 2013 2014 2015 

人数 4 2 2 3 1 

割合 3.1 % 1.6 % 1.8 % 3.8 % 1.1 % 

 

２ 高齢運転者安全対策プログラム 

課 題 高齢者の事故のうち運転中の事故が多い 

目 標 高齢者の運転中の事故割合を減らす 

内 容 高齢運転者への安全教育と飲酒運転撲滅の推進 

対 象 高齢運転者、町民、酒類取扱店 

実施関係者 長寿クラブ、町交通安全協会、ＳＣ交通安全対策委員会、警察など 

上記プログラムの評価指標及びプログラムの効果 

指 標 指標内容【測定方法】 年 2012 2013 2014 2015 

活動指標 
高齢者交通安全教室開催数 回 11 11 14 7 

交通安全街頭啓発等活動数 回 2 2 1 4 

認識・知識 
高齢者交通安全教室受講者数 人 500 450 372 291 

チャレンジ号体験者数 人 30 100 65 119 

態度・行動 
運転免許自主返納数 人 26 17 28 29 

飲酒運転逮捕件数 件 4 5 0 3 

状態・状況 
高齢運転者の運転中の交通

事故件数と割合 

件 13 22 20 18 

％ 84.6 75.9 62.5 64.3 
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３ 交差点事故対策プログラム 

課 題 交差点の事故が多い 

目 標 交差点での交通事故件数を減らす 

内 容 交通安全設備の拡充 

対 象 交差点付近（交通事故多発箇所） 

実施関係者 長野県、警察、町交通安全協会、地元自治会、町など 

上記プログラムの評価指標及びプログラムの効果 

指 標 指標内容【測定方法】 年 2012 2013 2014 2015 

活動指標 人波作戦・街頭啓発活動回数 回 4 4 4 6 

認識・知識 交通事故多発箇所数 箇所 - - - 14 

態度・行動 
交通安全設備の充足感 

【2015アンケート開始】 
ｎ=551 

- - - 大 60％ 

- - - 中 27％ 

状態・状況 

道路標識・表示新設数 箇所 47 28 36 19 

信号機新設数 箇所 1 0 1 0 

道路反射鏡新設数 基 15 23 25 16 

交差点事故件数と割合 

【交通事故のあらまし】 

件 57 50 44 52 

％ 62.6 54.9 57.9 54.7 

 

■ 高齢者の安全対策委員会 

１ 安全・安心の知恵袋推進プログラム 

課 題 屋内での高齢者の転倒事故と 75歳以上の高齢者の骨折が多い 

目 標 高齢者の転倒事故件数を減らす 

内 容 安全・安心の知恵袋の配布と活用により、転倒防止を図る 

対 象 高齢者 

実施関係者 ＳＣ交通安全対策委員会、長寿クラブ、社会福祉協議会、民生児童委員協議会 

上記プログラムの評価指標及びプログラムの効果 

指 標 指標内容【測定方法】 年 2012 2013 2014 2015 

活動指標 安全安心の知恵袋配布数 冊 1,334 40 71 265 

認識・知識 
高齢者の知恵袋認知率 

【2015アンケート開始】 

ｎ=261 

％ 
- - - 

よく知る 

5.4 % 

少し知る 

25.3 % 

態度・行動 
家内でのケガ防止対策実

施率【2015 ｱﾝｹｰﾄ開始】 

ｎ=548 

％ 
- - - 

よく行う 

11.7 % 
少し行う 

36.5 % 

状態・状況 

高齢者の転倒事故による

救急搬送者数（1000 人対） 

【救急搬送データ】 

年 2010 2011 2012 2013 2014 2015 

人 12.1 9.5 8.8 11.6 4.8 7.8 
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２ 転倒予防対策推進プログラム 

課 題 骨折、骨粗しょう症による要介護認定者の割合の伸び率が大きい 

目 標 骨折、骨粗しょう症による要介護認定者の割合の減少 

内 容 介護予防教室等の推進及び活用 

対 象 高齢者及びプレ高齢者 

実施関係者 介護保険事業所、町社会福祉協議会、ＳＣ高齢者の安全対策委員会、町など 

上記プログラムの評価指標及びプログラムの効果 

指 標 指標内容【測定方法】 年 2012 2013 2014 2015 

認識・知識 各種健康教室への呼びかけ 回数 3 3 4 4 

態度・行動 

「いきいき塾」参加者数 延人数 1,784 1,740 1,814 2,093 

「膝と腰教室」参加者数 延人数 141 280 267 420 

「健康ｱｶﾃﾞﾐｰ」参加者数 延人数 1,978 2,070 2,116 1,610 

町トレーニング施設にお

ける高齢者利用延人数 

2011 2012 2013 2014 2015 

8,897 8,540 9,161 10,305 10,716 

状態・状況 
骨折、骨粗しょう症によ

る要介護認定者の割合％ 

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 

13.1 11.6 11.8 10.2 9.2 11.4 10.2 

 

■ 子どもの安全対策委員会 

１ 保育園・小学校でのケガ予防プログラム 

課 題 小学校は体育館・校庭、保育園は保育室・遊技室・遊具でのケガが多い 

目 標 小学校及び保育園におけるケガの発生件数を減らす 

内 容 ①小学校におけるケガ多発箇所表示等の推進 

②小学校及び保育園における安全教室によりケガの減少を図る 

対 象 小学生、保育園児、 

実施関係者 保育園、小学校、保護者、町交通安全協会、ＳＣ子どもの安全対策委員会など 

上記プログラムの評価指標及びプログラムの効果 

指 標 指標内容【測定方法】 年 2012 2013 2014 2015 

活動指標 

ケガ多発箇所マップ作成校数 校数 ５小学校 ５小学校 ５小学校 ５小学校 

保育園安全教室実施回数 回 9 9 9 8 

保育園での安全教室参加者数 人 637 593 580 606 

態度・行動 

医療機関受診を伴う 

保育園でのケガ発生率 

年 2010 2011 2012 2013 2014 2015 

％ 2.3 3.2 1.7 2.7 3.9 3.5 

小学校でのケガ発生率 ％ 7.2 5.8 5.7 5.8 5.0 5.8 

状態・状況 
行動に注意する子どもの割

合【2016 東小ｱﾝｹｰﾄ開始】 
ｎ=75 

【2016 年のみの調査結果】 

ケガをしないように注意している児童 

58人 77.3 % 
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２ 0～6 歳児のケガ防止プログラム 

課 題 0～6歳児のケガが多く、特に 17～21時に多い 

目 標 0～6歳児のケガの発生件数を減らす 

内 容 ケガ予防の啓発等とＫＹＴによる安全力の育成 

対 象 保育園児、保護者 

実施関係者 保育園、警察、町交通安全協会、ＳＣ子どもの安全対策委員会など 

上記プログラムの評価指標及びプログラムの効果 

指 標 指標内容【測定方法】 年 2012 2013 2014 2015 

活動指標 
保育園での安全教室実施回数 回 9 9 9 8 

保育園での安全教室参加者数 人 637 593 580 606 

認識・知識 ＫＹＴ実施回数・受講者数 ※2017 年から実施予定 

態度・行動 
家庭でのケガ防止対策実

施率【2015 ｱﾝｹｰﾄ結果】 

ｎ=548 

％ 
- - - 

よく行う 

63.2 % 

少し行う 

31.6 % 

状態・状況 

0～6 歳児の外傷による救

急搬送件数【救急搬送デ

ータ】 

年 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 

件 6 9 12 14 3 8 6 

 

３ 登下校安全対策プログラム 

課 題 
登下校時の事故減少及び不審者等に関わる危険抑制のため、通学パトロール隊等

の活動継続が必要 

目 標 登下校時の事故及び不審者を減少させる 

内 容 通学路の危険箇所マップの整備、通学パトロール隊等の活動支援などにより地域

の安全力を高める 

対 象 小学生、中学生 

実施関係者 小学校、保護者、通学パトロール隊、地域住民、ＳＣ子どもの安全対策委員会等 

上記プログラムの評価指標及びプログラムの効果 

指 標 指標内容【測定方法】 年 2012 2013 2014 2015 

活動指標 ケガ多発箇所マップ作成校数 校数 ５小学校 ５小学校 ５小学校 ５小学校 

認識・知識 

危険箇所把握数 

箇所 

72 80 91 97 

危険箇所対応中数 59 61 65 64 

危険箇所対策済数 3 9 16 23 

態度・行動 通学パトロール隊員数 人 392 390 341 332 

状態・状況 
声かけ事案発生件数【伊

那警察署生活安全課】 

年 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 

件 2 2 1 1 1 1 9 

☆2015 年の急増は、強制わいせつで逮捕された被疑者の余罪数件あり 
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■ くらしの安全対策委員会 

１ 命のカプセル普及プログラム 

課 題 独居高齢者はくらしに不安がある 

目 標 独居高齢者の不安感の軽減 

内 容 救急医療情報キット（命のカプセル）の普及促進 

対 象 独居高齢者、障がい児者など 

実施関係者 民生児童委員協議会、ＳＣくらしの安全対策委員会、消防署、町など 

上記プログラムの評価指標及びプログラムの効果 

指 標 指標内容【測定方法】 年 2011 2012 2013 2014 2015 ＫＳＣ 

活動指標 命のカプセル配布数 個 448 22 16 20 22 200 

認識・知識 
命のカプセル認知率

【2016アンケート開始】 
ｎ=400 

【2016 年のみの調査結果】 

知っている 101人 25 % 

態度・行動 

独居高齢者の命のカプセル

装備率【2016 ｱﾝｹｰﾄ開始】 
ｎ＝11 

【2016 年のみの調査結果】 

4人 36.4 % 

救急搬送時における命の

カプセルの活用件数 

年 2012 2013 2014 2015 

件 4 2 0 3 

状態・状況 

独居者で総じて安心だと

感じる人の割合【各年Ｓ

Ｃアンケート結果】 

年とデータ数 2011 ｎ=468 2013 ｎ=35 2015 ｎ=54 

安心に感じる 3.4 % 22.9 % 31.5 % 

どちらかと言えば感じる 43.9 % 45.7 % 37.0 % 

 

２ まちを明るくするプログラム 

課 題 不審者、声かけ事案があり、道路等の暗さへの不安感がある 

目 標 不審者出没件数の減少と、暗さへの不安感の軽減 

内 容 家庭における玄関灯・外灯の点灯推進や防犯外灯の整備 

対 象 通学歩行者、通勤歩行者、道路利用者 

実施関係者 各家庭、企業、地元自治会、ＳＣくらしの安全対策委員会、町など 

上記プログラムの評価指標及びプログラムの効果 

指 標 指標内容【測定方法】 年 2012 2013 2014 2015 

活動指標 
玄関灯・外灯の点灯を呼

び掛けるチラシ配布数 
枚 700 39 42 59 

認識・知識 防犯外灯設置の地域要望数 基 20 31 54 47 

態度・行動 

防犯外灯の新設数 基 20 31 54 36 

玄関灯の点灯割合【実績

（一部地域抜粋調査結

果）】 

年 2012 2013 2014 2015 2016 

軒数 - 30軒 - - 40軒 

％ - 34.9 % - - 45.5 % 

状態・状況 
声かけ事案発生件数 

【警察統計】 
件 

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 

2 2 1 1 1 1 9 
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３ 地震被害軽減プログラム（2015年に新たに設定したプログラム） 

課 題 地震被害の軽減対策が不十分 

目 標 地震からの減災意識と減災対策の向上 

内 容 ①減災・防災意識を高め、訓練参加者や防災士を増やす 

②家具転倒防止対策や感震ブレーカーの普及を促進する 

対 象 家庭、企業、保育園、小中学校 

実施関係者 消防署、消防団、民生児童委員協議会、ＳＣくらしの安全対策委員会など 

上記プログラムの評価指標及びプログラムの効果 

指 標 指標内容【測定方法】 

活動指標 検討中 ― 

認識・知識 緊急メール登録数 2016 年 緊急情報メール 3,535人 登録率 13.6％ 

態度・行動 

震災総合訓練参加者数 
年 2012 2013 2014 2015 2016 

人数 3,746 3,933 3,932 3,329 3,904 

防災士数 人数 7 12 15 26 35 

家具転倒防止対策実施率 ｎ=399 - - - - 32.0 % 

感震ブレーカー設置率 ｎ=400 - - - - 6.5 % 

状態・状況 町の減災効果の推定値 算定方法については今後検討していく 

 

■ 自殺予防対策委員会 

１ ゲートキーパー推進プログラム 

課 題 自殺について正しく理解されていない 

目 標 地域ぐるみで自殺を予防する 

内 容 ゲートキーパー養成講座を推進し、正しい知識の習得を目指す 

対 象 町民、団体、企業など 

実施関係者 県保健福祉事務所、精神保健福祉センター、ＳＣ自殺予防対策委員会、町など 

上記プログラムの評価指標及びプログラムの効果 

指 標 指標内容【測定方法】 年 2011 2012 2013 2014 2015 

活動指標 ｹﾞｰﾄｷｰﾊﾟｰ養成講座開催数 回 3 1 4 5 1 

認識・知識 

態度・行動 

ｹﾞｰﾄｷｰﾊﾟｰ養成講座受講者数 人 72 27 72 134 18 

受講内容の理解度 

【2015アンケート開始】 

ｎ

=17 

【2015年のみの調査結果】 
自殺予防の必要性      100  % 

ゲートキーパーへの理解度  94.1 % 

自殺のサインへの理解度   82.4 % 

気付いた後の対応への理解度 88.2 % 

状態・状況 

２週間以上不眠でも相談

しない理由【2010と 2016

のアンケートから上位回

答抜粋比較】 

自然に治るだろうから   2010年 53.1% ⇒ 2016年 50.0% 

自分で解決できるから   2010年 34.7% ⇒ 2016年 31.2% 

相談してもかわらないから 2010年 28.6% ⇒ 2016年 31.2% 

何となく         2010年 22.4% ⇒ 2016年 56.3% 

忙しいから        2010年 20.4% ⇒ 2016年  6.3% 

相談先がわからない    2010年 14.3% ⇒ 2016年 18.8% 
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２ ネットワーク構築・活用プログラム 

課 題 関係団体の繋がりがないため情報共有や有効活用がなされていない 

目 標 情報を有効活用できるネットワークを構築し、自殺予防に資する 

内 容 情報共有・有効活用できる組織を作り、自殺予防に生かす 

対 象 地域ボランティア組織、関係団体・機関など 

実施関係者 一般町民、ボランティア、医師会、保護者会、警察、民生児童委員協議会など 

上記プログラムの評価指標及びプログラムの効果 

指 標 指標内容【測定方法】 年 2013 2014 2015 2016 

活動指標 
自殺予防街頭啓発活動実

施回数及び活動参加者数 

回 

人 
- - 

2回 

26人 

1回 

13人 

認識・知識 

態度・行動 

自殺予防対策連絡会開催数 回 1 1 2 1 

心の健康づくり講演会参

加者数 
人 - - 200人 150 人 

状態・状況 
事案発生時における連絡

会の会員間での連携回数 
回 - - - - 

 

３ 各種情報・相談窓口充実プログラム 

課 題 男性は悩みを相談する人が少なく、自損行為にいたった際、死亡に繋がる 

目 標 ①働き盛りの男性の自殺を減らす   ②男性の相談件数を増やす 

内 容 各種情報の提供と相談窓口の充実 

対 象 20～60代の男性、町内企業に勤める人など 

実施関係者 ＳＣ自殺予防対策委員会、医療機関、コンビニ、町など 

 上記プログラムの評価指標及びプログラムの効果 

指 標 指標内容【測定方法】 年 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 

活動指標 

相談先案内カード設

置箇所数 

箇所 

(累計) 
- - 15 18 34 37 37 

自殺予防街頭啓発活

動実施回数及び活動

参加者数（※再掲） 

回 

人 
- - - - - 

2回 

26人 

1回 

13人 

認識・知識 

相談先案内カード配

布数 
枚 - 679 663 1,340 3,636 4,682 - 

心の健康づくり講演

会参加者数（※再掲） 
人 - - - - - 

200 

人 

150 

人 

態度・行動 
24時間対応健康医療

電話相談件数 
件 - - - 224 307 467 - 

状態・状況 
20～60歳代男性の自

殺者数 
人 3 3 1 0 1 4 - 
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Supplement １１ 

(補足資料 １１) 
  Participation in Domestic & Overseas 

Safe Community Networks 

(国内外のセーフコミュニティネットワークへの 

参加) 
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[１] 国内のネットワークへの参加状況 

 

箕輪町は、国内で開催される各種大会や認証式典、事前指導、現地審査などのセーフコミュニテ

ィネットワークに、積極的かつ継続的に参加するとともに、認証都市の責務として、日本における

セーフコミュニティ活動の普及、拡大に努めてきました。現在、国内のセーフコミュニティ認証自

治体は 14自治体に、また、これにセーフコミュニティ認証取得を目指している自治体等を加える

と、16 を超える自治体がセーフコミュニティ活動を推進していることになります。 

 なお、箕輪町は、2011年にＳＣ推進自治体で設立した、「ＳＣ推進自治体ネットワーク」にも発

足当初から参加しています。 

 

 

■ 認証取得前 

2011.12 
日本セーフコミュニティ推進機構インターナショナルセーフコミュニテ

ィスクール認証センター認証記念国際シンポジウム 
大阪府大阪市 

 

 

■  認証取得 

 2012 年５月 12日に、セーフコミュニティ認証を取得 

 【世界で 274番目、日本で４番目の認証取得】 

   

【箕輪町セーフコミュニティ認証式典の様子】 

 

 

■ 認証取得後 

2012.10 セーフコミュニティサミット inとしま 東京都豊島区 

2012.11 東京都豊島区セーフコミュニティ認証式典 東京都豊島区 

2012.12 長野県小諸市セーフコミュニティ認証式典 長野県小諸市 

2013.2 
京都府亀岡市セーフコミュニティ再認証式典 

京都府亀岡市 
第 1回ＪＩＳＣ定例会議 

2013.7 ＪＩＳＣ研修会 京都府京都市 
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2013.10 横浜市栄区セーフコミュニティ認証式典 横浜市栄区 

2013.11 大阪府松原市セーフコミュニティ認証式典 大阪府松原市 

2013.12 福岡県久留米市セーフコミュニティ認証式典 ① 福岡県久留米市 

2014.2 埼玉県秩父市セーフコミュニティフォーラム 埼玉県秩父市 

2014.2 
市民安全・安心フォーラム inかめおか 2014 

第 10回記念日本市民安全学会亀岡大会 
京都府亀岡市 

2014.7 ＪＩＳＣ研修会 京都府京都市 

2014.10 横浜市栄区セーフコミュニティフォーラム 横浜市栄区 

2014.10 神奈川県厚木市のセーフコミュニティ事前指導を視察 神奈川県厚木市 

2015.2 
埼玉県北本市セーフコミュニティ認証式典 

埼玉県北本市 
第３回ＪＩＳＣ定例会議 

2015.7 
神奈川県厚木市のセーフコミュニティ現地審査を視察 

神奈川県厚木市 
全国セーフコミュニティ推進自治体ネットワーク担当者会議 

2015.7 ＪＩＳＣ研修会 大阪府大阪市 

2015.10 横浜市栄区セーフコミュニティフォーラム 横浜市栄区 

2015.11 
神奈川県厚木市セーフコミュニティ再認証式典 

神奈川県厚木市 
第 12回日本市民安全学会厚木大会 

2015.11 埼玉県秩父市セーフコミュニティ認証式典 ② 埼玉県秩父市 

2016.2 滋賀県甲賀市セーフコミュニティ認証式典 滋賀県甲賀市 

2016.8 
大阪府泉大津市のセーフコミュニティ現地審査を視察 

大阪府泉大津市 
ＪＩＳＣ研修会 

2016.10 埼玉県秩父市セーフコミュニティフォーラム 埼玉県秩父市 

2016.10 大阪府泉大津市セーフコミュニティ認証式典 大阪府泉大津市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［①福岡県久留米市ＳＣ認証式典］      ［②埼玉県秩父市ＳＣ認証式典］ 
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[２] 国外のネットワークへの参加状況 

 

 箕輪町は、2012年に第６回アジア地域セーフコミュニティ会議を共同開催するとともに、国外で

開催される国際会議等のセーフコミュニティネットワークに参加し、箕輪町の取組みを広く世界の

方々に紹介し、多くの知見を学んできました。 

 

■ 認証取得前 

2010.3 第 18回セーフコミュニティ国際会議 大韓民国水原市 

2011.9 第 20回セーフコミュニティ国際会議 スウェーデン ファールン 

 

■ 認証取得後 

2012.11 

第６回アジア地域セーフコミュニティ会議 

（東京都豊島区と長野県小諸市との共同で開催。事例発表

とトラベリングセミナーを実施） 

東京都豊島区、長野県小

諸市、長野県箕輪町 

2014.5 
第７回アジア地域セーフコミュニティ会議 ③ 

（首長による事例発表） 

大韓民国釜山市 

       

           ［③第７回アジア地域セーフコミュニティ会議］ 

 

 

[３] 地区ＳＣ推進協議会における事例発表状況 

 

 箕輪町の自治会が自主的・主体的に組織する「地区ＳＣ推進協議会」においても、積極的に他自

治体の講演依頼を引き受けるなど、セーフコミュニティネットワークの強化に尽力してきました。 

 

2013.6 
警察庁主催「ブロック別防犯ボランティアフォ

ーラム」での事例発表 
北小河内地区 東京都千代田区 

2014.2 埼玉県秩父市ＳＣフォーラムでの事例発表 北小河内地区 埼玉県秩父市 

2015.10 横浜市栄区ＳＣフォーラムでの事例発表 北小河内地区 横浜市栄区 

2016.10 埼玉県秩父市ＳＣフォーラムでの事例発表 富田地区 埼玉県秩父市 
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